
導入編 


P 本製品や添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について 
説明します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく 
読んで、正しくセットアップしてください。 

け马； へ 0 —ぐり 

本製品の特長や添が（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

r 導入にあたって」 （10 ぺージ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

r お客様登録」 （1 日ぺージ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

「セットアップを始める前に」 （1 目ページ） 

セットアップの順序を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

「Windows Server 2008 R 2 のセットアップ」 （20 ぺージ） 

Windows Server 2008 R2 で運用する場合のシステムのセットアップの方まに 
ついて説明しています。 

「Windows Server 2008のセットアップ」 （49 ぺージ） 

Windows Server 2008で運用する場合のシステムのセットアップの方まにつ 
いて説明しています。 

「Windows Server 2003 R 2 x 目4 Editions のセットアップ」 （83 ぺージ） 

Windows Server 2003 R2 x64 Editions で運用する場合のシステムのセット 
アップの方法について説明しています。 

「Windows Server 2003のセットアップ」 （84 ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方まにつ 
いて説明しています。 

r 障害処理のためのセットアップ」（110ページ） 

障害が起きたときに障害からより早く、痛実に復旧できるようにセツトアップ 
をしてください。 
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r 応用セットアップ」（132ページ） 

システムの環境やインスI-ールするオペレーティングシステムによっては、 
特殊な手順でセツトアップしなければならない場合があります。必要に応じて 
参照してください。 


「 Linux のセットアップ」 （138 ぺージ） 

Linux で運用する場合のシステムのセツトアップの方まじついて説明しています。 


本書の中でフ□、ソピーディスクを使用した説明が記載されていまずが、 
本製品は標準構成でフ□、ソピーディスクドライブを内蔵していません。 
オプションの USB フ□、ソピーディスクドライブを使用してください。 
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巧長 

お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 



性能 


• インテル® Xeon® プ□セ、ソサ/インテル® P 飢 tium® 


プ□セ、ソサ搭載 
-N 8100 -1692 : 2.80GHz 
-N 8100 -1693 : 2.40GHz 
-N 8100 -1694 : 2.93GHz 
-N 8100 -1695 : 2.40GHz 


-N8100-1696 : 2.93GHz 
-N8100-1697 : 2.80GHz 
-N8100-1698 : 2.40GHz 


• 高速メモリアクセスの DR3 1333対応） 

• 高速1000己 ASE-T/100BASE-TX/10BASE-T (2 ポート） 
インタフエース （ 1 Gbps/1 00 Mbps/ 1 0Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス （SATA および SAS 対応（オプション）） 




信頼性 


陋 長性 


• メモリ監視機能(エラー訂正/エラーお出） 

• 己の S パスワード機能 

• 温度お巧 
• ファン回転監視機能 
• 電圧監視機能 

• RAID システム (SATA2/SAS) 

• バスパリティエラー検出 

• 異常通知 

• フ□ントべゼルによるセキュリティ□ック 
• 冗長ファン 



同 


• ExpressUpdate 機能 

• ESMPR0 プ□ダクト 

• 本体遠隔監視機能 （EXPRESSSCOPE エンジン 2) 

• RAID システム管理ユーティリティ 


团 スぺ-ス _ 

• 高さ 1U (約 44mm) のラックマウント 


守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 

• DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 

胃 電力機能 

• スリープ機能をサポート（オプションボードに 
よっては機能しないものもある） 

• Enhanced Intel SpeedStep® Technology I こ対応 

• Enhanced Halt State じ対応 

• T-state 対応 


• PCI Express(x8) (コネクタは x16):1 ス□、ソト、 

PCI Exp「ess(x8X コネクタは x8) : 1 ス□、ソト装備。 

• 最大 32G 己のメモリ （Xeon モデル）、 

最大 16G 己のメモリ （Pentium モデル） 

• 標準 LAN を2ポート、マネージメント専用 LAN を1ポート 
装備 

• USB 2.0 対応 


3 夕に使スみ 

己 TO (工場組み込み出荷）によりあ6かじめ使用する 0S の 
インストールやオプションの取り付けを指定できます。 


胃 富な機能搭載 

• EI Torito Bootable CD-ROM(no emulation mode) 

フォーマツトをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウエア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC リンク機能 

• コンソールレス機能 

• IPMI V2.0 に準拠したベースボードマネージメント 
コント□ーラ旧 MC) を搭載 


m 己診断機能 

• Power On Self-Test(POST) 

• システム診断 (T&D) ユーティリティ 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (パラメータファイル作成ユーティリティ） 

• SETUP 旧 I0S セットアップユーティリティ） 
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本装置は、高い信頼性を磕保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携じより、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を磕保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれ JU 下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-八ードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 


•RAID コント□ーラ（オンボード、 
オプション） 

Universal RAID Utility 

• バックアップ管理 

DAT/At など* 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows 

BackupExec*、NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS) * 

PowerChute Business Edition* 

( を ) 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なりまず。 

ネットワーク管理 

1000 BASE-T 接続ボードなど* 

WebSAM/Netvisor* 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE2 エ 
ンジン2 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/ServerAgent 
ESMPRO/ServerAgent Extension 

ファームウエアおよびソフ 
トウエアのバージョン管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ExpressUpdate Agent 


* オプション製品 
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サーバ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「 ESMPRO / ServerAgent 」 をインス! -- ルし 
てください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 は本体の稼動状況などを監視するとともじ万一の障 
害発生時忙 SMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 と連携してただちに管理者へ通報します。 

本装置での機能の使用巧否は下記の表のとおりです。 

機能可否表 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能でず。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をずる機能です。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス（シリアルポート、キーボード、マウス、ビ 
デオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （ LAN ) に関する情報参照やパケット監視を 
する機能でず。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能でず。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。 

RAID システム/ディスクアレイ 

〇 

下記 RAID コント□ーラを監視する機能です。 

-オンボードの RAID コント□ーラ 
(LSI Embedded MegaRAID ™) 

-オプションの RAID コント□ーラ 

N 8 103- 128/129/130/134/135 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
ず。 

で ヒ bivpKU/berveriv ほ nager の圓面しな 
表示されない機能です。 

〇 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を巧う機能です。 


〇：サポート A :—部サポート X :未サポート 



ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウエアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウエアの 
説明を参照してください。 


Windows 版との機能差分について 

Linux 版 ESMPRO / ServerAgent では、 Windows 版 ESMPRO / ServerAgent とは異なり、 
RAID システム/ディスクアレイの管理/監視機能は、障害通報機能のみサポートします。 
RAID システムの管理/監視は RAID システム監視ユーティリティを使用してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージ機器を管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることじつながると言えます。オンボードまたは、オプションの RAID コント□一 
ラ （ RAID コント□ーラ N 8103 -128/129/130/134/135) を使用することにより、 

八ードディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことがで 
きます。 

使用できる RAID コント□ーラは、本体装置のモデルにより異なります。 

-オンボー ドの RAID〕 ント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

オンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embedded MegaRAID ™) によって、 

RAID システムを構築することができます。 RAID コント□ーラがサポートする 
RAID レベルは、 RAID 0、 RAID 1および RAID 10です。 

RAID システムの構築、設定、管理には 、 「LSI Software RAID Configuration 
Utility 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用します。 

詳細は、「2八ードウェア編 RAID システムのコンフィグレーション」に86ぺ一 
ジ）、「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（331 ぺージ）を参照してくださ 
い。 

- オプションの RAID 〕ント日ーラ( N 8 103-1 28/129/1 30/134) 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) は、本体装置の 
八ードディスクドライブを使用して RAID システムを構築します。 

-本体装置の八ードディスクドライブを使用して RAID システムを構築する RAID 
コント□ーラ 

N 8103 -128 RAID コント日ーラ （128 M 巨 ， RAID 0/1)、 N 8103 -129 RAID コ 
ント日ーラ （256 MB，RAID 0/1)、 N 8103 -130 RAID コント日ーラ 
(256 M 目 ， RAID 0/ 1/5/6) 、および N 8103 -134 RAID コント□-ラ 
(512 M 目 ， RAID 0/ 1/5/6) の4種類があります。 

N 8103 -128 RAID コント□-ラ （128 M 巨 ， RAID 0/1) 、および N 8103 -129 
RAID コント□ーラ （256 M 巨 ， RAID 0/1) がサポートする RAID レベルは、 
RAID 0、 RAID 1、 RADIO です。 N 8103 -130 RAID コント□-ラ 
(256 M 巨 ， RAID 0/ 1/5/6) 、および N 8103 -134 RAID コント□-ラ 
(512 M 巨 ， RAID 0/ 1/5/6) がサポートする RAID レベルは、 RAID 0、 RAID 1、 
RAID 5、 RAID 6、 RADIO 、 RAID 50 です。 

RAID システムの構築、設定:、管理には、 「 Web 目 IOS 」 や！ " Supe 旧 uildUtility 」 、 
「Universal RAID Utility 」 を使用します。詳細は、オプションの RAID コント 
□-ラに添付の説明書や、「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」(331 
ページ）を参照してください。 

- オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -135) 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -135) によって、 RAID システムを構築 
することができます。 RAID コント□ーラがサポートする RAID レベルは、 RAID 0、 
RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6 、 RAID 10 、 RAID 50 です。 

なお、この RAID コント□ーラは外付け増設崖体接続のため、本体装置の八ード 
ディスクドライブへは接続できません。 
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RAID システムの構築、設を、管理じは、 「 Web 巨 IOS 」 や 、 「Universal RAID 
Utility 」 を使用します。詳細は、オプションの RAID コント□ーラに添付の説明書 
や、「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（331 ぺージ）を参照してください。 

RAID システムの設定は、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設定で 
きます。より詳細な設定をする必要があるときは、それぞれのコンフィグレーション 
ユーティリティを使用してください。 

RAID システム管理ユーティリティは、八ードディスクドライブの障害に対して迅速に 
対処するためじ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「や ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent と連携し、 RAID シ 
ステムの状態をトータルに監視します。 



Universal RAID U 川か、 ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、 
本体に標準で添付しています。ソフトウてァのインストール方まや使用方ま 
は、各ソフトウェアの説明を参照してください。 



• パト□—ルリードと整台性チエックによる予防保守 


八ードディスクドライブの後発不良に対する予防保守としてパト□ール 
リードび有効でず。パト□—ルリードにより、後発不良を早期に発見で 
さます。 

パト□—ルリード機能をサボートずる RAID コント□—ラを使用する場 
をは、パト□-ルリードを使用してください。パト□-ルリード機能を 
サボートしない RAID コント□—ラ（オンボードの RAID コント□—ラ 
(LSI Embedded Me 呂 aRAID™)) では、パト□-ルリードのげねりに 
整合性チェックを使用してください 

• 本体装置のオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded 

Me 呂 aRAID™) やオプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -に 8/ 

129/1 30/134/135) は休止状態やスタンバイをサポートしていま 
せん。休止が態、スタンバイへの移行は行わないでください。 
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藤 Geltine Started 

イイ Get step-by-step help setting up NetBackup. 



バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置などと各種ソフトウエアを使ってを期的にバックアップをとってください。容 
量や転送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使用になる環境に合わせ 
て利用してください。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ーラボードが必要 
です。 


ヴョプ(ぶ編集のホ示がッールのヘルブが — 



ウィザード1パ》ヴ P ， プ1がィァのは元ヒ芭巧1スかつュールジョブ1 

パリウアップユーティリティの詳細モードの開始 


二* 义 1リ* ' クリ w ンス 

。ィザードモード じ切り皆えるとバッウアップと巧元の設定をより巧単に巧たとびできます。 


巧に。 rr - ご L '* ん一 ♦ 戶- •一 
筋 选^ょ•だ*"-•口 • • 呼みみ ar .--, .. 

1 zr~i / わウア 9 ブウィザ-ド留 a )( B ) 

怕。ァ，プ。ィザ-防プ□。.ラムゃ乃伽バッゥァづが成することげできます。 


二'-.. ifeZ: 昏 ™ 

... 1 巧 元 ウィサー F 見 

话元ウィザードで、 子—贿 わウアップから馆元できます。 

,, 1 白め クステム 回巧ウィサード 

k 理1 ASR 掌 巧 ウィザードは、2つの含防、からなるシステムのバックア》プを巧巧します。1つは 

」 システム試ミをまむフ□ッビーで、1つは□一カルシステムバーティションを含む目收わげ 




NTBackup 


ARCserve 



アプ U ケーシヨン名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve( コンピュータ • 

アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

スケジュール運用が巧能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec( Symantec 社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup(Symantec 社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システ 
ムまで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標 
準サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 


Datacenter 


ni li 1 dh 
II jnrri II 
II if II II II 
II II II II II II 

ザ if rf か 


BackupExec 


NetBackup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。停電や瞬断に力□え、 
電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因となる場合があります。 
無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その 
間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を抑 
え、電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、ス 
ケジュールなどによる本体の自動-無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 APC 社製 Smart - UPS の無停電電源装置を接続オプションとして用意していま 
す。管理-制御 ソフ トウエアとして ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / Automati - 
cRumingController などがあります。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより、本体に内蔵さ 
れている LAN カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。また、別売の 
WebSAM / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うことができます。 


リモート管理 


本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジン2と ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使用することに 
より、 LAN / WAN を介した本体のリモート監視や管理をすることができます。 
EXPRESSSCOPE エンジン2が提供するリモート管理機能は JU 下のとおりです。 

• 温度/電圧/ファン/八ードディスクドライブの監視 

• 八ードウエア障害のシステムイベント□グ （ SEL ) の生成機能 

• ウォッチドッグタイマじよる 0S ス I -ール監視 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザ、および telnet / SSH 経由でのコマンドラインを使用したリモート制御（本 
体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システムイベント□グ ( SEL ) の磕認など） 

• リモート KVM 機能、リモートメディア機能(オプションのリモートマネージメント拡張 
ライセンスが必要です。） 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「じよる LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中 
管理 

Web ブラウザ、および telnet / SSH 経由でのコマンドラインを使用したリモート制御やリモー 
卜 KVM 機能、 リモートメディア機能につし^ては EXPRESS 目 UILDER 内の 「EXPRESSSCOPE 
エンジン2ユーザーズガイド」を参照してください。 


ファームウェアおよびソフトウェアのバージョン管理 

ESMPRO / ServerManager、ExpressUpdate Agent を使用することじより、管理対象サーバ 
のファームウェアやソフトウェアなどのモジュールのバージョンを管理し、更新パッケージ 
を使用して更新を行う機能です。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「から更新パ、ソケージの適用を指 
示するだけで、複数のモジュールに対し、システムを停止せずに自動で更新を行います。 
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導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 


システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 W 下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「をハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを横討し、それに合わせて必要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設定を行ってください。 


稼動状況-障害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用するこ 
とにより、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万 
一の場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信し 
て保守を行う「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS )」 を利用す 
れば、低コストで Express 5800シリーズの障害監視-保守を行うことができます。 
r エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS )」 を利用することもご横討 
ください。 












導入編 


システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について磕認してください。 

出荷時のが態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、化荷時の状態を磕認しておいてください。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I ルが態について 

を文じより化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

BTO (工場組み込み化荷）にて Windows Server 2008 R 2 、Windows 

Server 2008 、 Windows Server 2003、または Linux のインストールを指定 
された場合。 

未インストール 

BTO (工場組み込み化荷）による OS のインストールを希望されなかった場 
合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。19ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましよう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分に橫討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮 
できな < なります。 


• くその1 > 運用方針と障害対策の検討 

八ードウエアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セ丰ユリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （3 ページ)」じ示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築でき 
るよう横討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 


• くその2> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを磕実に行います。この後の「システム 
のセットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳し 
くは、16ページに示す手順に従ってください。 

八ードウエアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 
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• くその3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設をといった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクドライブのパーティションの設をや RAID システムの設を、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウエアのインス I -ールに進みます。 

く 初めてセットアップを行う場合 (Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインス!-ールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

• 「カスタムインストール」を指をして購入された場合 

本装置の電源を ON にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップ 
の途中で表示される画面のメッセージじ従って必要事項を入力していけばセッ 
トアップは完了します。 

• 「未インストール」にて購入された場合 

<ホインストールからセットアップ-再セットアップを行う場合>に示す手順に 
従ってください。 

く 未インストールからセットアップ*再セットアップを行う場を (Windows )〉 

本装置で未インス!-ールからセットアップ•再セットアップをサポートしている 0 S 
( Windows ) は次の通りです。 

• Windows Server 2008 R 2 Standard 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008 R 2」 と呼ぶ） 

参 Windows Server 2008 Standard 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 
日本語版似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 
日本語版似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版 
似降 、 [Windows Server 200 3 R 2 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

• Windows Server 2003 R 2, Standard x 86 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

参 Windows Server 2003, Standard x 86 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

未インス!-ールからセットアップ•再セットアップは、インス!-ールする OS によっ 
て異なります。 

• Windows Server 2008 R 2 をインストールする場合 

本書の24ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESS 巨 ULDER 」 DVD に格納されているオンラインド羊ュメント 
「Windows Server 2008 R 2 インストレーションサプリメントガイド」を参照 
し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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• Windows Server 2008をインストールする場合 

本書の53ページを参照し、「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESSBULDER 」 DVD に格納されているオンラインド羊ュメント 
「Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• Windows Server 2003 R 2 x 64 Editions をインストールする場合 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD じ格納されているオンラインド车ュメント 
「Windows Server 2003 R 2 x 64 Editions インスト レーシヨ ンサプリメントガ 
イド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• Windows Server 2003をインスI—ルする場合 

本書の86ページを参照し、「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESSBULDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照 
し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 


く初めてセットアップを行う場合 ( Linux )〉 

巨 TO (工場組み込み化荷)を指定して Linux サービスセットを購入されたお客様は、 
Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 
Linux の初期導入設をを行って < ださい。 

く未インストールからセットアップ-再セットアップを行う場合 ( Linux )〉 

r シームレスセットアップ」を行うか、添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納 
されているオンラインド车ュメント [Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってく 
ださい。 

本装置で BTO (工場組み込み化荷）に対応したサポート OS ( Umx ) は次のとおりで 
す。 

— Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

— Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 


• くその 4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解まができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2008 R 2. Windows Server 2008、 
Windows Server 200 3 R 2 x 64 Editions および Windows Server 2003に関しては、本 
書で説明しています。 

参 くその日> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

使用する八ードウェア/ネットワーク環境へ合うように、インストールが完了したソフ 
トウェア旧 TO で化荷時に組み込まれたものを含む）のパラメータを設定します。 

また、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用巧）をを義し、管 
理-監視用のソフトウェアをインストールします。 

詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 
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• くその目> システム情報のノ（ックアップ 

「オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバック 
アップします。マザーボードが故障した場合、ボード交換後、この情報をリストアする 
ことによって巧換じ(前と同じ状態にすることができます。詳しくは131ページをご覧く 
ださい。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必要となります。この後で説明 
するセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従ってをソフトウェ 
アのインストール、および必要な設をを行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、 t (下の点にごを意ください。 

• ヴーノ（管理機能を利用するにあたって 

本体のをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状ミ兄の監視やオペ 
レーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設をが必要になります。詳 
細は、をソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- RAID システムを使用する場合 

オンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embedded MegaRAID ™) または、オプ 
シヨンの RAID コント□-ラ （ N 8103 -128/ 129/130/134/ 135) を使用する場合、 
Universal RAID Utility をインス I -ールしておく必要があります。「ソフトウェア編」 
の 「Universal RAID Utility 」（331 ぺージ）の説明に従って Universal RAID Utility を 
インス I -ールしてください。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使ってを期的に 
へ、ソ ドを清掃するようムがけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアが必要です。制御用 
ソフトウエアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRumingCon - 
troller のご使用を推奨します。 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには BIOS の設定が必要となる場合があります。「システム BIOS の 
セットアップ （252 ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある 「 AC - LINK 」 
の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 
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お客様登録 


NEC では、製品ご購入のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への 
登録をお勧めしております。 

次の Web サイトからご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で 
受けることができます。 

http://club.express.nec.co.jp/ 


NEC E うネス PG / PC サーバわ客食を録 - Microsoft Internet Explore 


表示炒お新こ入り(直）ツ-ル①ヘルプが 


おさ樣登録 


巧入品一官 
サポートちがの话衍） 

8话巧卜べづページ 



NEC ビジネス PC/PC ヴーパ 


ぉ客樣登録 


N 防 PC ブーバ （Express 5800'ンリーブ)、ビジネス PCOwlate&VersaPro) をご巧入いただき誠にありがとうごさいます。 

8を街では、わを替への巧吳品のご案内や if 入巧品の効果的なご利用をヴボートするためにわを辖登録ヴービスを実巧 
してわります。 

を録巧無排こてご巧入いただいた装品をご登録いただけますので、ゼひわ申し込みください。 

XVWJUESTy れ LaMe の檐株さ沒につきましては121 wa 巧じで承似す • こちらを ご居くだか、‘ 


I ご运巧いただくと、巧の巧巧ヴービスを»供いたしまず。 

I Express 加00^リーブを 麵 入品登録いただいたでには--- 


Web テクニカル巧さわせサーピス 

ExpressS 孤0シリーズに聞する基本的なテクニカル巧11合わ廿に巧なしホこします。 

なお、お巧し1合わせの巧まにつきましては一 S 柿腿びござしほす。詳しくはご试ごを 
エクスブレス巧 a サービス坦在レボート巧亞 

r エクスブレス斌わトビス」にご加入 L ただいてし > る巧さ、巧象製品の巧新レボートをリアルタイム I こご谣忍しただけます。エクスブレス巧 
報サービスこつきましては こちらか DF ) ぞ ご肯くださし1。 


活ご居ください。 


I ピジよス PCOutate&VersaPro 兒巧入を録いただいた方口 3" 


•ェクスブレス潑 B 
■ を•緑申みみ flWB - 
- 巧まおボぶな巧 
♦EXPRESS 目 UILDE R 宙宽巧 


I 妄員を鋒だけでも-" 


I 巧巧登巧•□クイン 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始め 
ます。 


wO BTO (工場組み込み出荷）にて Windows のインス! -- ルを指定した場 S ホ、 
Bta 本体に Windows のプ□ダクトキーが記載された ID ラベルび貼りつけ5れてい 
ます。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000-000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インストール時に必要な情報です。 
剥びしたり巧したりしないよう取り扱いにごを意ください。もし剥がれて紛失 
したり巧れて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできませんので、あ 
5かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されること 
をお勧めしまず。 


EXPRESSBUILDER 方巧ポートしているヴービスパック 


本体に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD では、下の OS インス!ルメディアおよびサー 
ビスパックの組み合わせをサポートしています。 


• Windows Server 2008 R 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2008 

- OS インス!ルメディア （Service Pack 2内包版） 

- 0 S インストールメディア (Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インス!ルメディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition 


- OS インストールメディア （Service Pack 2 内包版） 

- OS インストールメディア (Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インス!ルメディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2003 R 2 

- OS インス!ルメディア （Service Pack 2内包版） 

— OS インス I ―ルメディア (Service Pack 無し）十 Service Pack 2 


- OS インス!ルメディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2003 

- OS インストールメディア (Service Pack 1内包版） 

- OS インス I -- ルメディア (Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 
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EXPRESSBUILDER がサポ-卜している大客量己憶コント□-ラ 


ここでは Windows オペレーティングシステムのセットアップをする場合の確認事項じついて 
説明します。 

Windows オペレーティングシステムのインス I -ールをする際は、八ードディスクドライブや 
その他大容量記憶装置に接続されたコント□ーラ（ボード）に対応したデバイスドライバが必 
要になります。 

下に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD がサポートしている本製品用のボードを示します。 
ちし、下記 t (外のオプションボードを接続しているときは、ボードに添付の説明書と「応用 
セツトアップ」 （132 ページ)を参照してセツトアップしてください。 


〈Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008〉 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I ルをヴポートしている RAID コント□—ラ 

- N 8103 -128 RAID コント □- ラ （ 128MB，RAID 0/1) 

- N 8103 -129 RAID コント □- ラに 56MB，RAID 0/1) 

- N 8103 -130 RAID コント日ーラに 56MB，RAID 0/ 1/5/6) 

- N 8103 -134 RAID コント □- ラ (512MB，RAID 0/ 1/5/6) 

- オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

• その他のオプション 

-N81 03- 1 04A SAS コント日ーラ 

- N 8103 -107 SCSI コント日ーラ 

- N 8103 -135 RAID コント日ーラ (512MB ， RAID0/1/5/6) 

—N8 190- 127 Fibre Channel コント日ーラ (4Gbps/Optical) 

-N81 90- 131 Fibre Channe ロント日ーラに chX4Gbps/Optical) 

-N8 190- 153 Fibre Channel コント日ーラ （ 1 chXSGbps/Optical) 

-N8 190- 154 Fibre Chanrd コント日ーラに chXSGbps/Optical) 


〈Windows Server 2003 R 2 x 目4 Editions/Windows Server 2003〉 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I ルをサボートしている RAID コント □— ラ 

- N 8103 -128 RAID コント日ーラ （ 128MB，RAID 0/1) 

- N 8103 -129 RAID コント日ーラに 56MB，RAID 0/1) 

- N 8103 -130 RAID コント日ーラに 56MB，RAID 0/ 1/5/6) 

- N 8103 -134 RAID コント日ーラ (512MB，RAID 0/ 1/5/6) 

- オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

• その他のオプション 

- N 8103 -104A SAS コント□-ラ 
- N 8103 -107 SCSI コント日ーラ 

- N 8103 -135 RAID コント日ーラ (512 MB, RAID 0/ 1/5/6) 



上記オプションカードに関しては、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが 
収録されています。 


参 


上記 RAID コントローラじ(外を使用した場合は、シームレスインストール 
に失敗します。各種ボードに添付の説明書をご参照願います。 






18 セツトアップを始める前に 



次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（一198ページ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。詳しくは88ぺージ 
を参照してください。 


2. 本体に最も適した場所に設置する卜174ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する 
(一18日ぺージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する（一183ページ)。 

日.八ードウェアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する。 

252ページを参照してください。 

wO BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。 


引き続き、オペレーティングシステムのセットアップへ進んでください。 
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オペレーテイングシステムのセツトアツ 


八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムじ合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インス I ^ールの際にも参照してください。 


インストールずる 0S は？ 



BTO 江場組み&み出郁を指定して Linux ヴービスセットを 
購入されたお客様は、 Linux サービスセットに添付される 
「初期設定および関連情報について」を参照してください。 
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Windows Server 2008 R 2 のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008 R 2 やシステムのセッ 
トアップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


rBTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインス I -ール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 


wO カスタムインス I ルモデルは 、 Scalable Networking Pack ( SNP ) 機能び 
「無効」に設定されていまず。 

SNP 機能については、システム性能に影響をちえる場台びあるため、(2、ず下記 
サイトの SNP の詳細についての注意事項等を確かめた上で設定してくださし、。 
http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.htnnl 


ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
をエック I で初めて電源を ON (こするときのセットアッ プのちまにつ いて説明していま 
す。再セットアップをする場合やその他の出荷状態のセットアップをする場合 
は、「シームレスセットアップ」を使用するか添付の rEXPRESSBUILDERJ 
DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2008 R2 

インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアッ 
プ」を巧ってください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティシヨンサイズち含む)や八ード 
ディスクドライブじインス I -ールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み a み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



* お客様がオーダーした八ードディスクドライブのパーティションサイズに含まれていまず。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<確認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を磕認して 
ください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックする。 



に ） Windows Server 2008 R 2 セットアップ完了後、□グオンする前に]: i 下の画 
面が表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 
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Windows Server 2008 R2 ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設を 
することができません。 

• 6文字必上(半角） 

• 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ！^: i 上を含む 


(4) JU 下のメッセージが表示されたら、 [ OK ] をクリックする。 



(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設をする。 



2. IT デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 （43 ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 
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3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 「「障害処理のためのセットアップ」 （1 1日ページ)」を参照して障害処理のための 
セットアップをする。 

己.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス ( HTTPS )* 

— Universal RAID Utility 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
己だをしてしさし"'〇 

目.131ページを参照してシステム情報のノ くックアップをとる。 

W 上でカスタムインス I -ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「八ードウエアのセットアップ」 （18 ページ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


EXPRESSBUILDER 



• シームレスセットアップを使用してインス I ルされたシステムは、 
Scalable Networking Pack ( SNP ) 機能び「無効」に設定されていま 
ず。 

SNP 機能については、システム性能に影響をちえる場合びあるため、必 
ず下記サイトの SNP の詳細についてのま意事項等を確かめた上で設定し 
て < ださい。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.htnnl 

• シームレスセットアップでは、設定によっては八ードディスクの内容を 
削除します。入力するパラメータにごを意ください。特に、切下の設定 
時にはを意び必要でず。 

— Step 4 「 RAID の設定」 

- Step 5「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
区云可 アップ(こついては、132ページの「応用セットアップ」で説明しています。 



• シーム レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1 .44M 巳フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、另リ途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータファイルは 、 EXPRESS 巳 UILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成してお〈ことができます。 

参 ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法については、 315 

ぺージを参照して〈ださい。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について磕認しておいてくだ 
さい。 


Windows ファミリについて 

Windows Server 2008 R 2 ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能な 
エディションは次のとおりです。サービスパックじついては 「「 EXPRESS 巨 ULDER がサポー 
卜しているサービスパック」 （16 ページ)」を参照してください。 

• Windows Server ® 2008 R 2 Standard 日本語版 
J : 又降 「Windows Server 2008 R 2 J と呼びます。 

その他の OS をインス I -ールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows OS をインス I ルする前に八ードウエアの目 IOS 設をなどを磕認してください。 
252ページを参照して設をしてください。 


ま意すべき八ードウエア構成について 

Windows OS をシームレスセットアップでインス I ルするとき、次のような八ードウエア構 
成においては特殊な手順が必要となります。 

• ミラー化されているボリユームへの再インス I ルについて 

ダイナミックディスクに変換した八ードディスクドライブに再インス I -ールする際、シ 
ンプルダイナミックボリュームにのみインス I '''ールできます。 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス I -ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクじ戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成や解除、および削除は[コンピュータの管理]の[ディスクの 
管理]から行えます。 

• DAT や LTO 等のメディアについて 

セットアップでは、 DAT や LTO 等のインストールじ不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

• RDX 等の周辺機器について 

セットアップを開始する前に、お使いの八ードウエア構成によっては周辺機器を外した 
り休止状態に設をを変更する必要がある場合があります。 

それぞれの周辺機器のマニュアルを参照し、周辺機器を適切な状態にした後セットアッ 
プしてください。 
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• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス! 

ルについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インスI-ールはできません。 

この場合、 「EXPRESSBULDER」DVD に格納されている 「Windows Server 2008 R2 
インストレーションサプリメントガイド」を参照してマニュアルセットアップを行って 
ください。 

• 複数台の八ードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインスI-ールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （135 ページ）を参照してく 
ださい。 



データディスク用として N 8103-135 RAID コントローラを接続する場合は、 
RAID コントローラのコンフイグレーシヨン情報をクリアしてからシームレス 
セットアップを開始してくださし、。コンフィグレーシヨン情報のクリア手順に 
ついては N 8103-135 RAID コントローラに添付のマニュアルを参照してくださ 

し、 0 


• オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID) を使用する場合、 2TB 
上の八ードディスクドライブでの RAID10 はサポートしていません。 2TBt (上の八一 
ドディスクドライブを使用し、シームレスセットアップでオンボードの RAID コント 
□ーラの RADIO を構築しようとした場合、 W 下の画面が表示され、シームレスセット 
アップは終了します。 
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システムノ くーテイシヨンのサイズについて 

システムをインストールするパーティションのサイズは、次の計算式から求めることができま 
す。 


インス!-ールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

インストールに必要なサイズ ニ 8,000 MB (フルインストールを選択した場合） 

二3,500 MB (Server Core インストールを 
選択した場合） 

ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 300 MB 

アプリケーションサイズ ニ任意 


• 上記の計算方法か5算出したパーティションサイズは、システムのイン 
ス I ルに必要な最小限のパーティションサイズです。 

システムの運用を巧うため、パーティションサイズの空を容量には、を 

裕を持たせてインス I ルしてください。 

ly 下のパーティションサイズを確保することを推奨しまず。 

フルインストールを選択した場合： 32,768 MB (32 GB ) 料上 
Server Core インストールを選択した場合：10,240 MB (10 GB ) 料上 
《 1 GB 二1，024 MB 

• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。 Windows パーティションには、ダンプファ 
イルを格納ずるのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイ 
ルび必要です。 

また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正確なデ 
バッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルサイズを設定してください。 

• 搭載メモリサイズやデバッグ情報の書き込み（メモリダンプ種別）に関 
係なく、ダンプファイルサイズの最大は r 搭載メモリサイズ+ 

300 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインス!ルする場ちは、別途そのアプ 
リケーシヨンび必要とずるディスク容量を追加してください。 



新規にパーティシヨンを作成する場合、指をされたパーティシヨンサイズのう 
ち 、 Windows OS がハードディスクドライブの先頭に 100 MB のブートパー 
テ ィシ ヨンを 確保します。 

例えば、パーティシヨンサイズを40,960 MB (40 GB ) で確保した場合、使用 
可能な領域は 

40,960 MB - 100 MB = 40ぶ 60 MB 
となります。 


0 


- i 

\ 

，I _ J 





Wind 

I 

空き領域 

0 WS パーテ イシヨン （40,860) MB 


ブートパーティシ ョン （100MB) 

オペレーティングシステムか6は、ブートパーティションは 
認識されません 
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例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) でフルインス!ルを選択した場合、パーティ 
ションサイズは、前述の計算方法から 

8,000 MB 十（1,024 MB X 1.5) 十1,024 MB 十300 M 巨十アプリケーションサイズ 
二10ぶ 60 M 目十アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インストールじ必要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを磕保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解巧できます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のセットアップ （1 1日ページ)」を参照して、デバッグ情報（ダンプ 
ファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き a めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要な 
サイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 



導入編 29 


セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを國に示します。 


EXPRESS 目 UILDER 


step 


メニュ—を这折して、 r ホへ J ポ5ンモ押してくだみ、 • 

• RAIDS 巧や0巧インス!'—ルする《をは， r シ—ムレス t ホア’ッフを*巧する J を a 折してください • 
•巧荣モ巧了する*をは >rEXPRESSBUILDER が了する J モ a 巧してくだみ、 • 




パラメータの□—ド （ Step 2) 


巧へ 


0S の選択 （ steps ) 


巧へ 


RAID の設定 （ Step 4) 


巧へ 


Windows の詳細設定 （ Step 日〜1 0) 


巧へ 

♦ 

パラメータのセーブ （ Stepll ) 


次へ 


自動インストールの開始 （ Stepl 吕） 


実行する 


お 
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セットアップの手順 

シームレス セットアップでは、ウィザード形式によりをパラメータを設をしていきます。この 
とき、をパラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフ □、ソピー ディスクへ保 
存することも巧能です。 


W -0 [事前に IT ミち意すべき八ードウエア構成について」（己己ぺージ)」を確認してく 
IfaJ ださい。 


^ パラメータファイルを使用するセットアップは、フ□、ソピーディスクに保をさ 
をエック I れたパラメータファイルのみサポートしています。 

別途 US 目フ□、ソピーディスクドライブをご用意ください。 

円 ash FDD に保ちしたパラメータを使ってのセットアップはサポートしてい 
ません。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略することができます。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl > + く Alt > + く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF /0 N して本装置を再起動する。 


DVD から EXPRESS 巨 UILDER が、起讓力します。 

じ(下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation ゎが default が*」を選択してく 
ださい（何ち丰一入力がない場合でわ、自動的に手順4の画面へ進みます）。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本副を選択し [0 K ] をクリックする。 


^ 画 - xl 

EXPRESS 日 UILDER でな ffl する S 狂を道おして < ださし、 


Select a language to Lise for the EXPRESSBUILDER. 


G 曰本語 

r 

English 

广 Fran 口 IS 

广 

Italiano 

广 Deutsch 

广 

Espanol 


OK ] 


己 . Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示されたら、[はい]をクリックす 
る。 


日 


XJ 


本ソフトウェア巧用巧な巧わの巧さをこ 巧 巧くだみ 
本ソフトウェアを巧用きれる巧合は、 I はい1を这巧して巧朽に同ましてくだみ 


MICROSOFT® WINDOWS* PREINSTALLATION ENVIRONMENT 巧巧許託契巧吾 j 

重要 i ■: rr の条件をな意してわ読み下さい。 — 

あ使用許詰契巧き （ trr 、 あ誇の善といいます）は、お客様と上記にをされたマイクロソフト 
なのソフトウェア製品（が下、本ソフトウェアといいます）が含まれているコンビュータシス 
テムまたはソフトウェア （W 下、本コンピュータといいます〉の製透者 （ JU 下、本裝逸者とい 
います）との巧で締結される法的な寶巧吾です。大切に保官してください。 

本ソフトウェアには、コンピュータソフトウェアおよぴそれに閲连ずる煤か、巧刷物、オンラ 

巧巧許諾質のまが通用されます。 J 


I _し、いえ 


6. [シームレスセットアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


Step I 挡 - 


EXPRESS 目 UILDER 


L 一を这巧して、 r ホへ J ポタンを巧してくだホレ 




























32 Windows Server 2008 R2 のセットアップ 


7. パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□一 鬥画面が表示されます。 



[ノ くラメータファイルを使用しない場合] 

r パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


フ□、ソピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こち6を選択し 
r チェック 1 てください。 

[パラメータファイルを使用する場合] 

r パラメータを□ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、をウィザードにてファイルから□ードされたパラメータを磕認する 
場合は[次へ]を、磕認しないでそのままインストールする場合は[ス羊、ソプする]をク 
リ 、ソク する。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 

をエック] い。 


[次へ]をクリック-> 手順8へ 

[ス车、ソプする]をクリックー手順17へ 
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8. インス I -ールする日 S を選択する。 

[Wiridows(64bit エディション)をインス I -- ルする]を選択して、[次へ]をクリ、ソク 
してください。 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step IJI 沒 ^ . ] なす " || 編 1 卡畔 の 4.* 


「上記 W かの0巧インストールする J ぞ进巧すると、 RAID 巧萬のみ実巧してが了します。 


^ 化•山 10XW3 化正デイシ3ン巧インストールする 
广 、Vindow(64ht エディシ S ン巧インストールする 
广 Lima をインスト—ルする (Linuxtr— ビスむット用） 


广上記 W ホの0巧インストールする 


** 巧 巧ぃ Otop へ 

9. RAID の設定をする。 

[RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 



論理ドライブの作成には同型番の物埋デイスクしか使用できません。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step 阿 护す‘— 旷。 が,, . | FM *| 鍵" >1 結 誓* 


i ががライブを巧巧します， 

RAID：] ントローラを巧用していない巧合、およぴ、ずでにけ巧まれているお巧ドライフをな用する«をは、スキップを适巧しかへ法んでくだみ、 
なお、記巧ドライフのホ巧には、同を巧の巧泣デバイスしかぶ巧できません. 


巧 お巧ドライフのけがモスキッフずる 

ホのを去でお巧ドライブを巧巧するが i 巧ドライフが巧巧の《を、ディスウ巧のデー功よすべてミ ai 去されます}~ 
RAID コントローラ — 

技巧されているを扬巧デバイスのを联 ： 

i さ巧ドライブを巧巧するみ巧デバイスのを巧 ：一- 

RAID レペル ー- 

ホットスペアに化左されるみ巧デバイスのせみ - 

巧巧しない伤巧デバイスの台巧 ： 一- 


»る <、一) 、 ) 巧へ CjTOP へ こ J デフ*ルトへ R す 
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10. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンス I -ールの種類(フルインス I -ール/56「ソ6「(：0「6インス I -ール)を選択後、設定内容 
を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step i| 控 ^,‘‘ p す ,. r • 著 "‘ J が r 个" 麟卡 I ぉ督 ♦ 

編;熙忠誌ぶ就幣だ I 點爲1競教 I . 

[巧巧のバーテイシヨンをなおずる J を这化した巧を、5：イスクの1さ目（モ巧）のバーテイシヨンへ0巧インストールします* 


巧のな andard (フルインストール.， 


キーポードレイアウト 

タイムソーン 


:「(G^^v的:oo)天！技、化 fe、 まザ、 


可 

おお 、I 


广段巧のバーテイシ3ンを巧巧する（»1バーテイシ3ンのみウリアされます） 

f おなじホがする（デイスウの巧奋は、すべてウリアきれます）- 

r ?イスクのをが巧を巧巧する 

巧 サイスモ巧定ずる ：I 331 


»る U し)ホへ 


(^TOP へ 〇デフイ 


Vwiien b.XX-XXX.X 



• J くーティシヨンサイズについて 

- 0 S をインストールするパーティシヨンは、必要最小限似上のサイ 
ズを指定してください。（己7ぺージ参照） 

- 接続されている八ードディスク上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,09 ：7，144 MBiy 上の論理ドライブは作成できませ 
ん /。 

• [ Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでごを意ください。 

• [ Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティシヨンを使 
用する」を選択すると、ブートパーティシヨン(存在する場台)、 
Windows パーティシヨンの情報はフォーマツトされ、ずべてなくなり 
ます。それ m がのパーティシヨンの情報は保持されまず。 

下図は、情報び削除されるパーティションを示しています。 


ブート八ーテイシヨン 

Windows ノ くーテイシヨン 

ユ—ザデータパーティション 

削除 

削除 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 

既存のパーティシヨンを残したまま再インストールずることはできませ 
ん （2 目ぺージ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
のノくーティシヨンを使用ずる」を選択しないでください。 
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11. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して[次へ]をクリ、ソクし 
てください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 

Step J た ^ -: 

: H 馬み； |os 。 •巧… Iprv 

纖"‘ PV 

ユーヴー巧巧などのを本をま:を入力してくだみ 

3ンピュータちは、 1S 夕车な下で裝玄してくだみパ化の：]ンピュータを、ドパイン/ワ—ウクル—フちとの重なは不可） ♦ 

任用をち/会れちは、50义ぞ W 下をちでは25女ま)でをま:してくだみ、 

AdwW: ぴ 《or バスワ-ドは6女すな上(半ちが上で、巧字ぶ大タタ廣小女字/1日 g のいすれか3つな上をまゆて装をしてくだみ、 • 






コンピューを S ;| 

巧巧巧を ： [Adfrinistrator 

Admini«r« がバスワ—ド ： J 

Admimwator バスワードの5|延 ；| 

み力化ミ目} 

み力化さ目} 

み力化巧} 


•る 0 

©ホへ こ Jtop へ 、 J デフォルトへ が 

Version 5.XX-XXX.XX(XXX) 


Bi 


Windows Server 2008 R 2 の場合、コンピユータ名および、次の条件を満 
たす Administrator パスワードの入力は必須でず。 

- 6文字 m 上(半角） 

- 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つな上を含む 



• パラメータフアイルを使用しセットアップを行った場合や、 Step7 必 

降の画面から Step6 に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「♦♦♦♦♦」が表示されます。 

参 使用者名は 「Administrator」 固定:です。 
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12. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 


✓ オプションのネットワークボードを接続した場合、カスタム設定の一覧には標 
巨贾；引 準装備のネットワークボードのみが表示されます。オプションのネットワーク 
ボードは表示されません。 

このとき、カスタム設定で指定した内容がオプションのネットワークボードに 
設定される場合があります。シームレスセツトアップ完了後、再度ネットワー 
ク設定を行って < ださい。 



13. 参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。 

設定内容を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


wtL EXPRESSBUILDER 

step II 毅 ず‘， 醒曼 * 1!謂* I 绿 I 带 f * I! 聪 

ド乂インIこを加する巧をは、アたウントちとバスワードを入力してください ♦ 

ドパインにを加しないち合は、 r 9ーウヴルーフにさ扣ずる J を这がし r かへ J ポ5ンを巧してくだみ >♦ 
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14. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[フルインストールの場合] 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step I II 舒 I. p 繫， II! 巧 I ■► 瞬を -"■► がが * || 賤 



、つ TO 


[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step IJII 今 , ， JfJ 警 … I 略な ] ♦ I 驾抒 ii» 卜す f* |l 勝 

ちな化する化一〇**の《おとサーバの役がを这化してくだみ、 • 


ヴーバの没が- 



•る〇 0次へ 


15. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

[フルインストールの場合] 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step 1111个：職變|]|!药": II 巧 1*1 带 f 寺 I ! 賤 


インストールするアプリケーションを宙巧してください* 

•KMPRO/ServwAgw のインスト•ルには、«ちネットワ*クが i フ□卜]ル (SNM りのをミが化要です， 

•エクスフレス3巧サーピスは、 ESMPRO/ServerAgen 巧インストールする巧合のみ3巧できます， 

•EXPRKSBUILDERl こ含まれてしぶいデイスウドライバを巧巧する《合は、 f 大客 Si 己巧装 SfflOEM-Di かの巧用 J を这巧してくだみ、 • 
•rifi 扣アプリケーションのインストール"こス1ては、 r ユーヴースわ’イド J をき跨してくだみ、 • 


巧加巧能なアブ U ケーン3ン 进巧されたアブ U ケーン3ン 



•る 。巧次へ 


、 )TOP へ [ :)デフ♦ルトへ•す 




































38 Windows Server 2008 R2 のセットアップ 


[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step 。巡^"* I 誘變* [ J ! 鄭 * ||器る~||» が ff 卡 I ! 聪 


インストールするアブリケーシヨンを这巧してください. 

- ESMPRO / ServwAaw のインスト•ルには、《ぶネットワ•クち泣フ【 
•ェクスフレス ii 巧ヴーピスは、 ESMPRO / ServerAgen 巧インストール1 
• EXPRESSBUILDERl こ含まれていないデイスウドライバを巧巧する巧合 I 


>□トコル (SNM 巧のををが化要です， 

/ずる巧合のみ a 巧できます、 

ミは、 r 大奋£記な装 S 巧 OEM - Di:k の巧用 J を S 巧して<だみ 


.ーヴース占’仆 J をき跨してくだみ、 ♦ 


瓶 阿 おな ァブリヶーン3ン 
穴容量 お ■度 ilSS^OEM^DisI (の 綱 

巧な! アブリケーシ3ンのインスト—ル 

I 

劇ぃこ1 

巧 巧されたアブリケーン3ン 

ESMPROyServer Agent 
エクスブレ; 章 反サービス 

エクスブレス 綱 ク—ビス (HTTPS) II 

Universal RAID Util か " 

Microsoft Visual C ++ 2005 SP1 苗疏巧贈、•ッケース x86) 


«肖1臓1 

」 


•4 巧 〇«- 



• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ] -シリーズ 
を選が-が応するバージョンの厘到を選択-[追加アプリケーション 
のインストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、が下のエディションを選 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 R 2 &andard Edition (日本語） 

これ必外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん0 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、曜択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
ネ尺し [<< 削哟をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （337 ぺージ)」をご覧く 
ださい。 
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16 . パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step 

H ネかワ-， 11参化パイン TI コンポー 1アプリケー 1 (1 パラメー^ ■ 白 》 イン 

1盛 7- 1 綿跨‘ 1; J お•ろ"‘ mZ ' |のづ|今1讀2 

パラパー3をセーフする 巧 合は、バライーな7ァイルの巧な巧となる パ ディアをセホして、 r バラメータをセーフずる J を这巧し、 

ファイルををドライフレ5 — からフル"スで入力してくだみ、 ♦ 

バライ-5ファイルをセ•ブしない 巧 合は、 r バライ-5をセ*フしない巧 法 巧してくだみ >♦ 

—*RAM ドライブ、 Wmdo**RE バーテイシヨン、およびシステムドライブにファイルを巧巧ずることはできません， 


"ライ—巧をセ—フしない 

•る巧 

なホへ Otop へ 

VwionS . ぐ.. 'け‘.バ (V パ） 


[パラメータファイルを保存しない場合] 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フ□、ソピーディスクドライブが本体(こ接続されていない場合、こち 6 を選択し 

をエック I てください。 


[パラメータファイルを保存する場合] 

r パラメータをセーブする」を選択し、 フォー マツト済み フ□、ソピー ディスクをセツ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

[チェック] い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


17. 自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 


EXPRESS 目 UILDER 

11わトウ-ク ぶか由パイ > 11コンポー 1) アプリケー 'バラメータ 「(■ 白»イン 

step 1被]7 1，の-紅が"1終ろ…1踩ご II : J 1 の叮 ’• II 訟 
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18. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションのリムーバ 
ブルメディアをセツトし、じ(降は画面のメッセージに従って操作してください。 


ぶ扣するアプリケーションが巧巧されちメディアをセットしてくだ 


OK _ I キャンたル」 


19. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 

フ□、ソピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緖じ取り化し 
ておいてください。 

2日.メッセージに従って Windows Server 2008 R 2 DVD - R 日 M を光ディスクドライ 
ブにセツトする。 


回 




ぶ] 


な 


バックアツフ OS デイスウをドライフにセットしてください ♦ 
[キャンセル]を这巧するとインストールを中止します， 


OK I キャンたル」 



Windows Server 2008 R 2 と指をしたアプリケーシヨンは自動的にインストー 
ルされ、 数回再起動されます。 
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21. [マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項]が表示されたら、「ライセンス条項 
に同意します」にチェックをつけ、[次へ]をクリックする。（フルインス!-ールの 
み） 



22. じ(下のメッセージが表示されたら、く Ctrl >+ く Alt >+ く Del > キーを押す。 


□クスンずるには Ctrl + Alt + Del を押してください。 
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23. 画面の指示に従って□グオンする。 

[フルインス I -ールの場合] 

じ(下の画面が表示されたら、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「©」 を 
クリ、ソク する。 



[Server Core インストールの場合] 

W 下の画面が表示されたら、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「 j ©」 を 
クリ、ソク する。 



24. [セットアップ完了]画面で [0 K ] をクリックする。 

2己. 43ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行ラ。 

26. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、才 
プシヨンに添付の説明書を参照してドライバをインス I -ールする。 


27. 11日ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップを行ラ。 
28. 131ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 


LAN ドライバと PROSet のインス I ル 

標準装備のネ、ソトワークアダプタの LAN ドライバと PROSet のインス I -- ルについては W 下 
の通りです。 

LAN ドライバのセットアップに記載している、リンク速度の設を (43 ぺージ)と WOL の設を (44 
ページ)を必ず行ってください。 

くカスタムインス I -ールモデルのセットアップ> 

購入時にインス I '''ール済みです。 

くシームレスセットアップ> 

シームレスセツトアップ中にインス I '''ールされます。 


^ • LAN ドライバおよび PROSet (こ関する操倘ま、必ず本体装置(こ接続され 

をエック I たコンソールか6管理者権限 （ Administrator 等）で□グオンした状態 

でず方をし 了/十'^'さ'、 

0 S のリモートデスクトップ機能、または、その他の遠隔操作ツールを 
使用しての作業はサポートしておりません。 

• IP アドレスを設定する際、[インターネットプ □ トコル ( TCP / IP )] の 

チェックボックスがかれている場合、チェックを付けてか 6 IP アドレス 
の設定をしてください。 


LAN ドライバのセットアップ 

参リンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転送速度とデュプレックスモードを接続先スイッチング八ブの 
設を値と同じ設をにする必要があります。 W 下の手順を参照し、転送速度とデュプレッ 
クスモードを設をしてください。 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタをダブルクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八ブの設 
定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K ] をクリックする。 
己.システムを再起動する。 

上で完了です。 

引き続き、 WOL の設をを行ってください。 
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• WOL の設定 

WOL ( WakeOnLAN ) の機能を使用する場合は下の手順を参照し、ネットワークアダ 
プタの設定を行ってください。 


，■〇 WOL は、標準装備のネットワークアダプタのみ対応しています。 

ira 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) 82578 DM Gigabit Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82574 L Gigabit Network Connection ] 

ネッ ト ワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表の設定に変 
更する。 


設定項目 

WOL を使用 
ずる場合 

WOL を使用 
しない場合 

- "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

-"電源オフ状態か 5 の Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

- "Wake on Link" 

OFF 

OFF 

- "Wake on Pattern Match" 

OFF 

OFF 



参 [ Intel ( R ) 82578 DM Gigabit Network Connection ] を使用する場合、スリー 
プ状態からの WOL によるシステムの起動はサポートしておりません。 

• シャットダウン状態、イ木止およびスリープ状態で DirectedPacketn ) で 
の WOL による OS 起動はできません。 

• [節電のオプション]内の設をを変更する必要はありません。 

• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、保持されます。 

*1 イーサネットヘッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むパケッ 
卜または IP ヘッダにアダプタに割り当てられた IP アドレスを含むパ 
ケット。 


4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 


日.システムを再起動する。 
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チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行って<ださい。 


W -0 チームの機能、その他を意事項については下記 URL の[増設 LAN ボード関屬 
■to をクリックして表示されるテクニカルガイドに記載していますので、必ず確認 
して < ださい。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / category / spec.htnnl 


く チームの セットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

己.チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

目.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、設定するチームタイプ選択して[次へ]をクリックする。 


対応しているチームタイプは似下のとおりでず。 

- アダプタフオルトトレランス 

- アダプテイブ□ー ドバランシング 

- 静的リンクアグリゲーシヨン 

- スイッチフオルトトレランス 


8. [完了]をクリックする。 

チームのプ□パティが表示されます。 


W -0 標準装備のネットワークアダプタと LAN ボードでチームを作成する場合、下記 
のメッセージが表示されまずび、 [0 K ] をクリックして引き続きチームのセッ 
トアップを行ってください。 

" チーム内の1つ m 上のアダプターび真の ND 旧6.20受信側スケーリングをサ 
ポートしません。チームの受信側スケーリングび無効になります。受信側ス 
ケーリングを無効にすると、チームのパフォーマンスに悪影響を与えます。" 

9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 
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10. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、(下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設を 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設を」をクリックす 
る。 

-セカンダリ設を 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設を」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設をを完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 



プライマリ/セカンダリ設をはが下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、[スイッチのテスト]画面が 
表示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


^ [テストの実行]を巧う前に、[設定]タブにてアダプタのステータスが"有効"また 
信エック I は"スタンバイ"であることを確認してか6テストを実行してください。 

実行した結果、および問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 
エラーが表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチング八ブ 
の設定を変更して < ださい。 


12. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

く チームの 削除手順> 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

日.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 



下記の場合は必ず<チームの削除手順>にしたがって一度チームを削除し、作 
業完了後に再度チームを作成してください。 

— マザーボードや LAN ボードを交換する 

- チームの タイプを変更ずる 
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LAN ボード( N 81 04-1 22/125 A / 1 26) を使用ずる場合 

LAN ボード ( N 8104-122/125 A /126) を使用する場合、 0 S のプラグアンドプレイ機能が動作 
し、ドライバが自動でインストールされます。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ 、ソクスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBULDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「 Windows Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03- 1 07) を使用する場合 

SCSI コント日ーラ ( N 8103 -107) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、ド 
ライパが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


SAS コント□-ラ( N 81 03-1 04 A ) を使用ずる場台 

SAS コント□-ラ （ N 8103 -104 A ) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、 
ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


RAID コント□-ラ( N 81 03-1 3日)を使用する場台 

RAID コント□-ラ ( N 8103-135) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、ド 
ライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


Fibre Channel コント□-ラ( N 81 90-1 27/131/153/1日 4) を使用ずる場合 

Fibre Channel コント□-ラ ( N 8190 -127/131/153/154) を使用する場合、 OS のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 

障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、磕実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順については110ページをご覧ください。 
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Hyper-V 2.0 のヴポートについて 

Hyper-V 2.0 のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http://support.express.nec.co.jp/os/w 2008 r 2 /hyper-v-v 2 .html 


BitLocker をご利用になる場合 

BitLocker の暗号化じついて、 Microsoft 社から修正プ□グラムが公開されています。 

ご利用になる場合は、必ず Microsoft 社の情報をご磕認ください。なお、確認事項が記載され 
ているので、そちらも必ずお読みください。 

詳細は http :// support . nnicrosoft . com / kb / 975496 /ja をご参照く ださい。 

管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD には、本装置監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および 
システム管理用の 「 ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Manage 「」 などが収録されています。 ESMPR 0/ 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルにインス!-ールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設定でインス I -一 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!-ールしてくださ 
い。 

システムのアップデート 

システムのアップデートを実施する場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されている才 
ンラインド车ュメント 「Windows Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガイド」 
の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 
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Windows Server 2 日 0 目のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008やシステムのセット 
アップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


rBTO (工場組み么み化荷)」で「カスタムインス I -ール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 


謂"〇 参 カスタムインストールモデルは、 Scalable Networking Pack ( SNP ) 
■M 機能び「無効」に設定されています。 

SNP 機能については、システム性能に影響を与える場合びあるため、必 
ず下記サイトの SNP の詳細についてのま意事項等を確かめた上で設定し 
て < ださい。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.html 

• KB 9 目7224び適用されていない場台、上記 URL から SNP 機能の公 
開情報を参照し、 [■ EXPRESSBUILDER の「システムのアップデー 
卜」を適用する前に]をご確認ください。 KB 9 目7224に対する注意事 
項の記載びあります。 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
をエック I で初めて電源を ON にするときのセットアップの方まについて説明していま 
す。再セットアップをする場合やその他の出荷状態のセットアップをする場合 
は、「シームレスセットアップ」を使用するか、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2008イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセツトアップ」 
を行ってください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブじインス I -ールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み a み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



八ードデイスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよくお認し、[次へ]をクリック 
してセッ ト アップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を磕認して 
ください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックする。 



の Windows Server 2008セットアップ完了後、□グオンする前に t (下の画面が 
表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 


(X) ュ-ヴ-賊初にログォシする苗に J なっ-ドを親しな itn ばな。ません. 


[ OK ] 牛サシたル 

み Windows Server 2008 

Standard 


(3) パスワードを変更し [®] をクリックする。 



イなワードリたダトデイスクの作成… 


キかシたルI 


圈 。 D 巧 み Wi ndows Server 2008 

Standard 
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Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設をす 
ることができません。 


• 6文字必上(半角） 

• 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ必上を含む 


(4) ム(下のメッセージが表示されたら、 [OK] をクリックする。 



/ なフードは恋を左れました • 

巧 □□ 

I OK I 

ぶ . Windows Server2008 

Standard 


(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設をする。 



2. IT デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 （7 日ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 


3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. IT 障害処理のためのセットアップ」 （1 1日ページ)」を参照して障害処理のための 
セットアップをする。 

日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インスI-ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインスI-ール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス (HTTPS)* 

— Universal RAID Utility 

- 情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」 

- Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パ、ソケージ (x86) 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設をしてください。 
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目.131ページを参照してシステム情報のノ くックアップをとる。 

W 上でカスタムインス I '''ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 
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本機能は、本体に接続された RAID コント□-ラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「八ードウエアのセットアップ」 （18 ページ）の設をを完了させておいてく 
ださい。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step U 控 -し ♦ 

パニューを这化して、[なボ S ンを巧してください • 

• か iD« 巧や 0S をインか—ルする巧合は、 r シ—ムレスせホアッ: 
• ホおをな了する#をは、 r な PMSSBUILMR を持了する J を S 巧し7 



• シームレスセットアップを使用してインス I ルされたシステムは、 
Scalable Networking Pack ( SNP ) 機能び「無効」に設定されていま 
ず。 

SNP 機能については、システム性能に影響をちえる場合があるため、必 
ず下記サイトの SNP の詳細についてのま意事項等を確かめた上で設定し 
て < ださい。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.htnnl 

• KB 9 目7224び適用されていない場合、上記 URL か5 SNP 機能の公 
開情報を参照し、 [■ EXPRESSBUILDER の「システムのアップデー 
卜」を適用する前に]をご確認ください。 KB 9 目7224に対するま意事 
項の記載びあります。 

• シームレスセットアップでは、設定によっては八ードディスクの内容を 
削除しまず。入力するパラメータにごま意ください。特に、似下の設定 
時にはま意び必要でず。 

- Step 4 「 RAID の設定」 

- Step 曰「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
をエック I アップについては、132ページの「応用セットアップ」で説明しています。 
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• シーム レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1 .44MB フォーマットミきみ空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、另リ途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータファイルは、 EXPRESS 巳 UILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成してお〈ことができます。 

参 ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法については、 315 
ぺージを参照してください。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について磕認しておいてくだ 
さい。 


Windows ファミリについて 

Windows Server 2008ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。サービスパックについては UEXPRESSBULDER がサポート 
しているサービスパック」 （16 ページ)」を参照してください。 

• Windows Server ® 2008 Standard 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 

J : 又降 「Windows Server 2008」と呼びます。 

その他の OS をインス I -ールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows OS をインストールする前に八ードウエアの BIOS 設定などを磕認してください。 
252ページを参照して設定してください。 


ま意ずべき八ードウエア構成について 

Windows Server 2008をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような八一 
ドウエア構成においては特殊な手順が必要となります。 

• ミラー化されているボリユームへの再インス I -ールについて 

ダイナミックディスクに変換した八ードディスクドライブじ再インストールする際、シ 
ンプルダイナミックボリュームにのみインス I '''ールできます。 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス I -ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクじ戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成や解除、および削除は[コンピュータの管理]の[ディスクの 
管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows OS をインス I ルするときに MO 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
I -ールに失敗することがあります。 MO 装置を外してインス I -ールを最初からやり直して 
ください。 

• DAT や LTO 等のメディアについて 


セットアップでは、 DAT や LTO 等のインストールじ不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 
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• RDX 等の周辺機器について 

セットアップを開始する前に、お使いの八ードウエア構成じよっては周辺機器を外した 
り休止状態に設をを変更する必要がある場合があります。 

それぞれの周辺機器のマニュアルを参照し、周辺機器を適切な状態にした後セットアッ 
プしてください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス!-一 
ルについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インストールはできません。 

この場合 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されている 「Windows Server 2008イン 
ストレーションサプリメントガイド」を参照してマニュアルセットアップを行ってくだ 
さし"'。 

• 複数台の八ードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （135 ページ）を参照してく 
ださい。 



データディスク 用として N 8103-135 ボー ドを接続す る 場合は、 RAID コント 
口ーラのコンフイグレーシヨン 情報を クリアし てから シームレスセツトアツ 
プを開始してください。 コンフィグレーシヨン 情報の クリア 手順に つ いては 
N 8103-135 ボー ドに添付の マニュアルを 参照してください。 
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システムノ くーテイシヨンのサイズについて 

システムをインストールするパーティションのサイズは、次の計算式から求めることができま 
す。 


< Windows Server 2008 64 -bit ( x 目 4) Edition の場合 > 

インス!-ールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

【フルインス I ルの場合】 


インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 

Server Core インストールの場合】 

インス!-ールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 


二11,600 MB (Windows Server 2008) 

二12,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

二16,720 MB (Windows Server 2008十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

二搭載メモリサイズ X 1.5 
二搭載メモリサイズ十300 MB 
=任意 


二4,100 MB (Windows Server 2008) 

二12,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

二 9,300 MB (Windows Server 200 8 十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

二搭載メモリサイズ X 1.5 
二搭載メモリサイズ十300 MB 
=任意 


• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 搭載メモリサイズやデバッグ情報の書き込み（メモリダンプ種別）に関 
係なく、ダンプファイルサイズの最大は r 搭載メモリサイズ+ 

300 MB 」 でず。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンび必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) でフルインス!ルを選択した場合、パーティ 
ションサイズは、前述の計算方法から 

11,600 M 目十 (1,024 MB X 1.5) +1,024 M 目十300 M 目十アプリケーションサイズ 
二 14,460 M 巨十アプリケーションサイズ 


となります。 
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システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インストールじ必要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解まできます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のセットアップ （1 1日ページ)」を参照して、デバッグ情報（ダンプ 
ファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インス I -ールに必要な 
サイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 


< Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合 > 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

【フルインス I ルの場合】 


インス!-ールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーシヨンサイズ 

Server Core インストールの場合】 

インス!-ールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーシヨンサイズ 


二6,300 MB (Windows Server 2008) 

二9,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

二 9,400 MB (Windows Server 200 8 十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

二搭載メモリサイズ X 1.5 
二搭載メモリサイズ十300 MB 
=任意 


二 2,200 MB (Windows Server 2008) 

二9,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

二 5,300 MB (Windows Server 200 8 十 
Service Pack 2 DVD - ROM ) 

二搭載メモリサイズ X 1.5 
二搭載メモリサイズ十300 MB 
=任意 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納ずるのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足ずると仮想メモリす足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• システム構成によっては1つのノ くーティシヨンに4096 MBiy 上のぺ一 
ジングファイルサイズを設定でさないことびあります。 

409目 MB より小さい値を入力ずる旨のメッセージが出力されました5、 
409已 MB に設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GBm 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
に048 MB + 300 MB 」 です。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルする場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンび必要とずるディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) でフルインストールを選択した場合、パーティ 
ションサイズは、前述の計算方法から 

6,300 M 巨十（1,024 MB X 1.5) 十1,024 M 巨十300 MB 十アプリケーションサイズ 
二9,160 M 目十アプリケーションサイズ 
となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを磕保できない場合は、次のようじ複数のディスク 
じ割り当てることで解まできます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ （1 1日ページ)」を参照して、デバッグ情報（夕' 
ンプファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むよラに設定する。 

ダンプファイルサイズを書き a めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要な 
サイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 


サービスパックの適用について 

本装置に添付されているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイト 
より詳細情報を磕かめた上で使用して < ださい。 


[ PC ヴーバヴホート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 



CD/DVD-ROM. フ□ッピーディスクを取り出ず 




パラメータの□-ド （Step2) 


:欠へ 


OS の選択 （steps) 


次へ 


RAID の設定 （Step4) 


巧へ 


Windows の詳細設定 （Step 已~ 10) 


巧へ 

♦ 

パラメータのセーブ （Stepll) 


巧へ 


自動インストールの開始 （Step 1 2) 


ニスキッ 


」 ぐ 



J ： 入力や還択げ必要な作業 
]： 自動的に作業び進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウイザード形式によりをパラメータを設定していきます。この 
とき、をパラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフ □、ソピー ディスクへ保 
存することも巧能です。 


两"〇 f 事前に 「 r ま意ずべき八ードウエア構成について」（日日ぺージ)」を確認してく 
置3 ださい。 


パラメータファイルを使用するセットアップは、フ □、ソ ピーディスクじ保をさ 
をエック I れたパラメータファイルのみサポートしています。 

別途 US 目フ□、ソピーディスクドライブをご用意ください。 

円 ash FDD に保ちしたパラメータを使ってのセットアップはサポートしてい 
ません。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み} A ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略することができます。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl> + く Alt> + く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF/ON して本装置を再起動する。 


DVD から EXPRESS 巨 UILDER が、起讓力します。 


じ(下のメッセージが表示されたら 、 「Os installation *** default ***」 を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本副を選択し [ OK ] をクリックする。 



EXPRESS 日 UILDER で巧巧する S 狂を g おして < ピをし、 


Seltct a Ian 巨 Lia 巨甘 to LI 邸 for 化 8 EXPRESS 日 UILDER, 


f 日本語 

广 English 

广 Fran 的 is 

广 Italiano 

广 Deutsch 

广 Espanol 


OK ] 


日 . Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示されたら、[はい]をクリックす 
る。 


回 


XJ 


本ソフトウェアな用巧な巧わの巧さをこ巧設くだみ' ♦ 

本ソフトウェアを巧用きれる巧合は、リ丈い1を适巧して巧朽に同ましてくだみ W 


MICROSOFT ® WINDOWS ^ PREINSTALLATION ENVIRONMENT 巧巧許語契の吾 A 

重要 i ■: TT の条件をな意してわ読み下さい。 ^ 

あ使用許詰契の害<^1下、本寶巧善といいます）は、お客様と上記にをされたマイクロソフト 
巧のソフトウェア製品 （ iU 下、本ソフトウェアといいます）が含まれているコンピュータシス 
テムまたはソフトウ X ア （ W 下、本コンピュータといいます〉の製逸者 au 下、本數逸老とい 
います）との問で稀結される法的な装巧害です。大切に保首してください。 

本ソフトウェアには、コンピュータソフトウェアおよぴそれに閲连ずる煤化、巧刷物、オンラ 

を付されている^ 


はい 


J いいえ I 


6. [シームレスセットアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


EXPRESSBUILDER 


step I 牲 - 

パニューを这化して、 r ホへ J ボタンを巧してください • 

- RAID« 巧ウ〇巧インストールする巧合は、 r シームレスセットアップをま巧する J を这巧してください • 
•巧美をな了する巧合は、 TE 肿な SSBUILDE 時巧了する J を这巧してくだみ、 ♦ 


NEC 



次へ 
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7. パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step I 色|1ィ 正解 の I 今 


ラメータをロードする巧合は、 J 巧メータファイルび巧なするメディアをたットし1 
ドィア上の J 《ラメータファイルのドライブレターをフル J なで入力してくだみ、 

ラメータをロード b なし、巧さは、。巧イータをロードしな L りを巧が L てくださし、。 


小して、。妨ータぞロードする J ぞ臓し、 


C バラ y -さぞ口叫 
广バラ;トタ扣ードする ：I 


I 鼓括 I 


ご)*〜 


[パラメータファイルを使用しない場剖 

「八°ラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フ□、ソピーディスクドライブが本体(こ接続されていない場合、こち6を選択し 

をエック I てください。 


[パラメータファイルを使用する場合] 

r パラメータを□ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、をウィザードにてファイルから□ードされたパラメータを磕認する 
場合は[次へ]を、磕認しないでそのままインス I -ールする場合は[ス羊、ソプする]をク 
リ 、ソク する。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイルを(こ日本語は使用しないでくださ 

をエック ] い。 


[次へ]をクリ、ソク^手順8へ 

[ス羊、ソプする]をクリックー手順17へ 
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8. インス I -ールする日 S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディション)をインストールする]または [ Windows (64 bit エディ 
シヨン)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step ] だつ:猫ジ 曲。 S。 が} ■►p%* 


が!'の os をインストールする」ぞ进的1 
しく RAH 巧巧寅し 、 、Viado 巧 Ssfva 201 
、し 1つたん 巳んの 巧窠ぞを了した後、再 


.ミすると、 RAID 巧装のみミ'. 

ミ 008(3 三 bit ) をインストール1 
’した後、再度「シームレスたットアツ: 


读庙してが了します。 
ルする巧合は、「上勘が 
アッブ J 綠巧してくださし 


附の〇巧インストールする J を 


口 Windo が 32 bit エディシヨン话インストールする 
广 W 山 do の <64 bit エディション巧インストールする 
广 L 山™をインストールする生 ini おトビスたソト用； 


广上記 W かの OS をインストールする 


• るご） 〇 , へ Qtop へ 

9. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 



論理ドライブの作成には同型番の物埋ディスクしか使用できません。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step ■忠"ぶす RM。 が I も r|i»| 縛" 》|綻管* 

i ががライブを巧巧しミす， 

RAID コントローラを巧巧していない場合、およぴ、ずでにけ巧されている話なドライブをな巧するちをは、スキッフを这巧し、ホへ巧んでくだみ、 ♦ 

なお、記巧ドライフの炸巧には、同おをのみほデバイスしか巧用できません， 



•る〇 〇巧へ 


、 ) T 0 P へ 、一^デフオルトへ M す 
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10. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設定]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インス!—ルするエディション、およびイ 
ンス I ルの種類(フルインス I ル/56「ソ6「(：0「6インス I ル)を選択後、設定内容 
を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step ] 控つ… P を. f 。 早,. 喊 I ♦•綻 管 ♦ 

インストールする式デイアと、インストづ娩のシステムドライブを指定してくださし、。 

•" 適巧可能な知 Vi な PackI こつしのま、 r ユーザーズガイド J をを照してください。 

「巧巧のバーテイシヨンをほ巧する」ぞ进巧した巧さ、ディスクの:毎目（ホ頭〉のバーテイシヨンへ0巧インストールします。 


インストールメディアの跪一 
、Vin か巧ファミリエディション 

キーボードレイアウト 
タイムゾーン 


: [Windows Serv が2008 Standard ロルインストール） 

厂 

: r デつオルト旧本語) iri 

: 「(GMT- 妨加)太平洋话斟さ(細およびカナタ .> 


「Windw ンステムドライブの設ミー 


广巧巧のバーティションぞほ用する <第1バーティションのみクリアされます〉 

巧お規に巧ぶする（ディスクの内容は、すぺてか J アされます）- 

广ディスクのを術脱ほ巧する _ 

サイズを指走する I 40960か巧 


け,が分历 - 2. 的，, 144MB) *1 成-1,024 MB 


•る〇 0* へ 


Oto 


〇デフ， 



• パーティションサイズについて 

— OS をインストールずるパーティションは、必要最小限 m 上のサイ 
ズを指定してください。 （57 ページ参照） 

- 接続されている八ードディスク上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,097，1 44 MBiy 上の論理ドライブは作成できませ 
/ u 。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされまずのでごを意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報は フォー マットさ 
れ、すべてなくなりまず。それ似がのパーティションの情報は保持され 
まず。下図は、情報び削除されるパーティションを示していまず。 


第 1 パーテイシヨン 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールすることはできませ 
ん（已己ぺージ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
パーティションを使用ずる」を還択しないでください。 
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11. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して[次へ]をクリ、ソクし 
てください。 


EXPRESS 目 UILDER 


1トジブ 1) パラメータ Iで 0S の a 巧 Draicxd ァィディアと 1|■基本 情*! 

step J たュ-': J 。 口兮;：1 ' リ化，ぶぶが LP の叫 卡 

ユーヴー巧巧などのを本をま:を入力してくだみ 

〕ンピュータをは、巧夕车な下で裝定してくだみパ化の]ンピュークを、ドパイン/ワ—ウクルーフさとの重なは不可） ♦ 

任吊ちち/会巧ちは、50义ぞ W 下をちでは25女ま)でをま:してくだみ、 

AdmWwwr バスワ-ドははずな上(半ちが上で、巧字ぶ大女夕庚小た字/1己 g のいすれか3つな上を含めて装をしてくだみ、 • 



NEC 


m 


Windows Server 2008の場台、コンピユータ名および、次の条件を満たす 
Administrator パスワードの入力は必須です。 

- 目文字 m 上(半角） 

- 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ m 上を含む 



• パラメータフアイルを使用しセットアップを行った場合や、 Step7 じ （ 

降の画面から Step6 に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「♦参参♦参」が表示されます。 

参 使用者名は 「Administrator」 固をです。 


12. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step IP 巧* |魏 第 I * I !調* I 缉 を* I 带 f * I ! 聪 


ネホロ〜ウブロト：1ルのをちを巧います， 

IP アドレスを巧定する巧をは、けスタムをま J を这化し r 詳油を左 J ボ巧ンを巧してくだみ 
ネ•ホワークの裝左を巧わない巧合は、 r 巧巧を去 J を法巧し r なへ J ポタンを巧してくだれ、 • 



•る〇 


、卜 0 P へ 
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13. 参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指定]画面が表示されます。 

設を内容を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



14. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[フルインス I -ールの場合] 



に erver Core インストールの場合] 


EXPRESSBUILDER 


step : 1111 7'" 1鱗"‘ |1則卡瞬ら-|*卜巧*|!賤 



，る0 


0 a へ 
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1 己.アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーシヨンの設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、 
ケーシヨンを選択して[次へ]をクリックしてください。 


[フルインス I -ールの場合] 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step 


隣み … If 繫 ’ I : I 終 I : II 露リ 1*1 带 fi*P 賤 


インストールするアブリケ•シ3ンモ 5S 化してくだみ'， 

•KMPRO/ServwAgeM のインストールじは、苗ちネットワーウせ这プロト]ル (SNMP) のをミがお S です， 

•エウスプレス ii 致けーピスは、 ESMPRO/ServMA が n 巧インストールずる«をのみ这巧できまず， 

•EXPRKSBUILDERl こ含まれていないディスクドライバを宙巧するち合は、 [ 大ちお己巧装 S 用 OW.Diik の巧用 J を S 巧してくだみ、* 
•rifiAD アフリケーシ3ンのインスト叫レ J にス> ては、 r ユーヴ> ス扫‘イド J をき接してくだみ、* 


巧舶惟むアブリケーンョン 
ス容臨巧装 SfflOEM-DisI (の巧巧 

猫 M ア3のケーンョンのインストール 

巧加一」 

进巧きがこアブリヶーンョン 

ESMPRO 巧 erverAgert 
エクスブレス巧排サービス 
エクスブレス通幸反サービス (Hnps) 

NEC からのおからせ 

Universal RAID Utity 

<<か聯」 

Microsoft Visual C++ 20 於 SP1 巧韻巧巧ちむ、’ツケージ(が6) 


る〇 0ぃ 


>0 P - 


[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step IJ 製^ II ，1親祭’ I ’ ij 鷄 II ’ II 則" 巧* I 臟賤 


インストールするアブリケーシヨンを这化してください • 

- ，の/ S*〜*rA 日 ent のインストールには、曲ちネットワーウち巧プロト]ル {SNM りのをまが么 S です， 
スプレス ii 巧け—ピスは、 ESMPRO/ServerAqw ぷインストールする«をのみ3巧できまず， 
-てしぶいディスウドライバを巧巧するち合は、 r 大客 S 拓巧装-- 


こをまれていないディ 
ソ3ンのインストール」 


胤口巧をなアブリケーション 

六を量記巧沒 

泡扣アブリケーンヨンのインストール 

1 測》 I 

斌がれたアブリケーシ弓ン 

ESMPRO/Server Agent 
エクスブレス巧新サービス 
エクスブレ; Ulllil ヴービス CHTTPS) 

Universal RAID Utility 

Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再巧お巧贈、♦ッケージわ巧） 


«肖1臓 1 



ご)*へ 


必要なアプリ 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 h 鬥 p :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ] -シリーズ 
を選が-が応するバージョンの違到を選択-[追加アプリケーション 
のインストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、じ TF のエディションを選 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 

— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition (日本語） 

これに(外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
択し [<< 削哟をクリックし、隨加可能なアプリヶーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （337 ぺージ)」をご覧く 
ださし、。 
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16 . パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 



[パラメータフアイルを保存しない場剖 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フ□、ソピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こち6を選択し 
をエック I てください。 


[パラメータファイルを保存する場を] 

r パラメータをセーブする」を選択し、 フォー マツト済み フ□、ソピー ディスクをセツ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

[チェック] い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


17. 自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 


wel EXPRESSBUILDER 

• A t 车 7トワ-ク で参 化 ドバ> 11 コンポー でアプリケー ，パラメータ 

Step J 被]で… J な聲… J 終ち. J 辑で,, ; JJ のて 下,： 

1 畿 
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18. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインス I -ールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションの CD-ROM 
またはフ□、ソピーディスクをセツトし、 W 降は画面のメッセージに従って操作して 
ください。 


回 


wr 


2 <J 


e 


ぶ加するアフリケーシヨンが巧如されたパディアをセットしてくだ 
さい* 


OK I キャンたル」 


19. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 


フ□、ソピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緖に取り化し 
ておいてください。 

2日.メッセージに従って Windows Server 2008 DVD - R 日 M を光ディスクドライブに 
セツトする。 


回 


[ぶ] 


e 


バックアッフ OS ディスクをドライプにセットしてください ♦ 
[キャンセル1を法化するとインストールを中止します， 


OK I キャンたル J 



Windows Server 2008と指をしたアプリケーシヨンは自動的にインストールさ 
れ、数回再起動されます。 
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21. [マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項]が表示されたら、「ライセンス条項 
に同意します」にチェックをつけ、[次へ]をクリックする。 


ライたンスま巧をわまみ C な3て<だち（、 


マイクロソフトソフトウェアライセンス条巧 =j 

MICROSOFT WINDOWS SERVER 2008 STANDARD 

本ライセンスを巧は、わをなとな下の間で締結される契約害です。 

• 本ソフトウュアをホサーバーと共に配巧する本サーバーの製造業さ、また 
は 

. 本サ—バーと共に本ソフトウでアを配巧するソフトウジアインスト—ル 
業ま 

は下のライセンス集巧を注意してお読みください。ホライセンスを巧は、上記の 
ソフトウ X アわよびソフトウ； c アが記録されたなな（は下燃巧して「本ソフト 
ウ t ア J といいます）に通巧されます。また、本ライセンスを巧は本ソフトウュ ，_! 

「ライわス萬巧 I ：同*します W 


55 ^ へか ） J 


22. [ありがとうございます]が表示されたら、「開始」をクリックする。 



23. lil 下のメッセージが表示されたら、く Ctrl >+ く Alt >+ く Del > キーを押す。 


ひブオンずるには Chi + Alt + Del を巧レてください。 
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24. 画面の指示に従って□グオンする。 

[フルインス I -ールの場合] 

W 下の画面が表示されたら、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「©」 を 
クリ、ソク する。 




続いて]: i 下の画面が表示されるので、「ユーザーを」に" administrator "、 「パスワー 
ド」に設をしたパスワードを入力し 「©」 をクリックする。 



n 

1 

1 

r キ，細， 

敬 ' 四 B 巧 み Windows Sefver^ooa 

SLircbd 


2日.[セットアップ完了]画面で [0 K ] をクリックする。 

26. 74ページの「修正モジュールの適用」を参照し、修正モジュールの適用を行ラ。 

27. 7己ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行ラ。 

28. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場をは、才 
プションに添付の説明書を参照してドライバをインス I -ールする。 
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29.11 日ぺージの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップを行ラ。 
3日.131ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


修正モジュールの適用 

Windows Server 2008のインストール後、必ず修正モジュールの適用を行ってください。 
Windows Server 2008を日本語で使用した場合 、 Active Directory の一部機能で予期しない動作を 
する場合があります。 

NEC から購入した OS に rUpdate-CD NEC Express 5800 Windows Server 2008修正モジュール 
( KN 949304)」 CD - ROM が同捆されている場合は、 CD - ROM から修正モジュールの適用をお願い 
します。手順は CD - ROM 添付の 「 Microsoft ® Windows Server ® 2008ご利用時のを意」を参照し 
てください。 

同捆されていない場合は、 Microsoft 社の W 下の URL を参照し修正モジュールを適用してください。 

http :// www . microsoft . com / japan / windowsserver 2008/ updateinfo.mspx 



Service Pack 2が含まれた Windows Server 2008 DVD - ROM を使用しインス 
卜ールされた場合は、 「 Update-CD NEC Express 5800 Windows Server 200 8 修 
正モジユール （ KB 949304)」 CD - ROM を適用する必要はありません。 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップじついては、オプションに添が 
の説明書を参照してください。 


LAN ドライバと PROSet のインスIル 

標準装備のネットワークアダプタの LAN ドライバと PROSet のインス I -- ルについては W 下 
の通りです。 

LAN ドライバのセットアップに記載している、リンク速度の設定 (76 ぺージ)と WOL の設を (W 
ページ)を必ず行ってください。 

くカスタムインストールモデルのセットアップ> 

購入時にインストール済みです。 

くシームレスセットアップ> 

シームレスセツトアップ中じインストールされます。 


^ • LAN ドライバおよび PROSet に関する操倘ま、必ず本体装置(こ接続され 

をエック I たコンソールか6管理者権限 （Administrator 等）で□グオンした状態 

でず方をし ァ/十'^さ I ^ 

0 S のリモートデスクトップ機能、または、その他の遠隔操作ツールを 
使用しての作業はサポートしておりません。 

• IP アドレスを設定する際、[インターネットプ □ トコル ( TCP / IP )] の 

チェックボックスが外れている場合、チェックを付けてか 6 IP アドレス 
の設定をしてください。 


N81 04-1 2日 A を使用する場合の巧応 

N 8104 -125 A を追力□接続する場合じは、 W 下の手順にて LAN ドライバと PROSet をアンインス 
I ル後、 N 8104 -125 A を接続した状態でシステムのアップデートを実施し、 LAN ドライバ 
と PROSet を適用してください。 


く LAN ドライバと PROSet のアンインス I ル手順> 


• "フルインス!-ール"の場合 

1 . 現在のネットワークアダプタや LAN ボードの設定情報を控える。 



標準装備のネットワークアダプタや LAN ボードでチーム（ネットワークアダプ 
夕のチーム）を構成している場合はチームを削除してくださし、。削除の前には 
IP アドレスなどの設を情報を控えておき、再インストール後に改めて設をして 
ください。チームの削除手順は「チームのセットアップ」に記述しています。 


2. コント□ールパネルより[プ□グラムのアンインス!-ール]をクリックする。 

3. [ Intel ( R ) Network Connections 14.8.43 .日]をダブルクリックする。 

[インテル ( R ) ネットワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。 

4. [オプシヨンの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま悄 y 除]をクリックす 


る。 


[インテルが）ネットワークコネクション-ソフトウエアの削除]が表示されます。 
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己.[はい]を選択する。 

自動でアンインストールが開始されます。 

6. [ InstallShield ウィザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 

7. システムを再起動する。 

U 上で完了です。 


参 "Server Core インストール"の場合 

1 . 現在のネットワークアダプタや LAN ボードの設定情報を控える。 



LAN ドライバの削除の前には IP アドレスなどの設を情報を控えておき、巧イン 
ストール後に改めて設をしてください。 


2. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD 内にある liTF の dxsetup . exe をコマンドプ□ンプト 
から実行する。 

— Windows Server 2008 64-bit (x64) Edition 
< 光デイスクのドライブレター> 


:¥01 9¥win¥winnt¥ws2008x64¥r 1 48¥apps¥prosetdx¥vistax64¥dxsetup 
.exe 

— Windows Server 2008 32-bit (x86) Edition 
< 光デイスクのドライブレター > 


:¥01 9¥win¥winnt¥ws2008¥r 1 48¥apps¥prosetdx¥vista32¥dxsetup.exe 

3. InstallShild ウイザードが表示されるので、[次へ]をクリックする。 

4. 悄 y 除 ( R )] を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. 悄 y 除]をクリックする。 

自動でアンインストールが開始されます。 

6. [ InstallShield ウイザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 


7. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 


LAN ドライバのセットアップ 

• リンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転送速度とデュプレックスモードを接続先スイッチング八ブの 
設を値と同じ設をにする必要があります。じ(下の手順を参照し、転送速度とデュプレッ 
クスモードを設をしてください。 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 
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2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタを夕'ブルクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八ブの設 
定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K] をクリックする。 
己.システムを再起動する。 

U 上で完了です。 

引き続き、 WOL の設をを行ってください。 

• WOL の設定 

WOUWake On LAN) の機能を使用する場合は t (下の手順を参照し、ネットワークアダ 
プタの設定を行ってください。 


1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックする。 

[Intel(R) 82578 DM Gigabit Network Connection] 

[Intel(R) 82574 L Gigabit Network Connection] 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake On LAN] 内の設定項目を下記の表の設定に変 
要する。 


• WOL は、標準装備のネットワークアダプタのみ対応しています。 

• 下記の手順で WOL の設定を必ず行ってください。 

設定されない場合(初期設定)、意図せずシステムび起動してしまう場台 
がありまず。 


設定項目 

WOL を使用 
ずる場合 

WOL を使用 
しない場合 

- "Wake On Directed Packet" 

ON または OFF 

OFF 

- "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

-" 電源オフ状態か 5 の Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

- "Wake on Link" 

OFF 

OFF 
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• [ Intel ( R ) 82578 DM Gigabit Network Connection ] を使用する場合、スリー 
プ状態から の WO しに よるシステムの起動はサポートしておりません。 

• "WakeOn Directed Packet " の機能については下記の通りです。 

ON : スリープ、および、イ木止状態から DirectedPacketn ) でシステムの起 
動ができます。 

OFF : スリープ、および、か止状態から DirectedPacket でシステムの起動 
ができません。 

• [節電のオプション]内の設をを変更する化要はありません。 

• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、保持されます。 

*1 イーサネットヘッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むパケッ 
卜または IP ヘッダにアダプタに割り当てられた IP アドレスを含むパ 
ケット 0 


4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0K] をクリックする。 
日.システムを再起動する。 
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チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行って<ださい。 


W -0 チームの機能、その他を意事項については下記 URL の[増設 LAN ボード関屬 
■to をクリックして表示されるテクニカルガイドに記載していますので、必ず確認 
して < ださい。 

http://support.express.nec.co.jp/pcserver/category/spec.htnnl 


く チームの セットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [Intel(R) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

己.チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

目.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、設定するチームタイプ選択して[次へ]をクリックする。 


8. [完了]をクリックする。 

チームのプ□パティが表示されます。 

9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

10. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、 lil 下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設定！ 

プライマリに設をするアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

- セカンダリ設を 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 


対応しているチームタイプは似下のとおりでず。 

- アダプタフオルトトレランス 

- アダプテイブ□ー ドバランシング 

- 静的リンクアグリゲーシヨン 

- スイッチフオルトトレランス 



プライマリ/セカンダリ設をは必下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 
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11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、[スイッチのテスト]画面が 
表示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


✓ [テストの実行]を巧う前に、[設定]タブにてアダプタのステータスが"有効"また 
[ f 品歹1 は"スタンバイ"であることを確認してか 6 テストを実行してください。 

実行した結果、および問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 
エラーが表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチング八ブ 
の設定を変更して < ださい。 


12. システムを再起動する。 

上で完了です。 


くチームの削除手順> 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設茵のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

日.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 


W -0 下記の場台は必ずくチームの削除手順>にしたがって一度チームを削除し、作 
ora 業完了後に再度チームを作成してください。 

— マザーボードや LAN ボードを交換する 

- チームのタイプを変更ずる 


LAN ボード( N 81 04-1 22/1 25 A /126) を使用する場台 

LAN ボード (N8104-122/125A/126) を使用する場合、 0S のプラグアンドプレイ機能が動作 
し、ドライバが自動でインストールされます。 

rWindows Server 2008にて N 8 104-12 曰 A を使用する場台は[ N 81 04- 
12己 A を使用する場台の対応]を参照して設定を行ってください。 
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グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備の グラフィ 、ソクスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBULDER から「システムの 
アップデート」を実巧するとインス!—ルされます。 

カスタムインス I '''ールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 



ドライバを個別に巧インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03- 1 07) を使用する場台 

SCSI コント□ーラ ( N 8103-107) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、ド 
ライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


SAS コント□-ラ( N 81 03- 1 04 A ) を使用ずる場台 

SAS コント□-ラ （ N 8103 -104 A ) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、 
ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


RAID コント□-ラ( N 81 03-1 3日)を使用する場台 

RAID コント□-ラ ( N 8103-135) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、ド 
ライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


Fibre Channel コント□-ラ( N 81 90-1 27/131 / 1 53/1日 4) を使用する場含 

Fibre Channel コント□-ラ ( N 8190 -127/131/153/154) を使用する場合、 OS のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 

障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、磕実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については110ページをご覧ください。 


Hyper-V のヴポートについて 

Hype 「- V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / w 2008/ hyper - v.html 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には、本装置監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および 
システム管理用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「」 などが収録されています。 ESMPRO / 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルにインス!-ールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設をでインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!-ールしてくださ 
い。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは夕のような場合に、 EXPRESSBUILDER に収録されているを 0 S の 
インストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追力日など）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールからシステムをリストアした場合 
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Windows Server 2003 R2 x64 
Editions のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 R 2 x 64 Editions やシ 
ステムのセットアップをします。 

オペレーティングシステムのインストール、および再セットアップをする際は「マニュアル 
セットアップ」を使用してください。「マニュアルセットアップ」は、 EXPRESSBULDER に 
格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

下の環境で Windows Server 2003 R 2 x 64 Editions を使用する場合、「休止状態」からの復 
帰時にシステムが停止することがあります。 

- マルチプ□セッサ構成の装置 
— Service Pack 2ホ適用 

「休止状態」を設をする場合は 、 Service Pack 2もしくは KB 902839のの修正プ□グラムを 
適用してください。 

(*) K 目902839はじ(下から入手することが化来ます。 
http :// support . microsoft . com / kb /902839 /ja 

障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、痛実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順については110ページをご覧ください。 
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Windows Server 2003 のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インス I -ールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


rBTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインス I -ール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

^ • ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入され 

た製品で初めて電源を ON (こするときのセットアップの方法(こついて説 
明しています。再セットアップをする場合やその他の出荷状態のセット 
アップをする場合は、「シームレスセットアップ」を使用するか、添が 
の rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンラインドキュメ 
ント 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」 
を参照し、「マニュアルセットアップ」を巧ってください。 

参 カスタムインストールモデルは 、 「Windows Server 2003 R 2」 がイン 
ストールされています。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティシヨンサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I -ールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



八ードデイスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると 、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を磕認して 
ください。 

-[ソフトウェアの個人用設定]画面では、を前や会社をまたは組織名を入力しま 
す。 

-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日がと時刻の設を]画面では、日がと時刻を正し<設をしてください。 

-[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設をを選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択し 
ます。 

システムが再起動します。 

2. 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 （1 日2ページ）降を参照 
して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場含は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 11日ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

己.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Universal RAID Utility 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

— Microsoft .NET Framework Version 2.0再頒布巧能パ、ソケージ ( x 86) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウエア」を参照して使用環境に合った状態に 
設をしてください。 


カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされているサービス 
パックのバージョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンび 
異なる場合びありまず。本体にインストールされているサービスパック降の 
パ’ージョンび添付されている場台は、下記サイトより詳細情報を確認してくだ 
さい。 

[NEC コーポレートサイト ] http://www.nec.co.jp/ 
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目.131ページを参照してシステム情報のノ くックアップをとる。 

W 上でカスタムインス I '''ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 


シームレスセツトアツ 



EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「八ードウエアのセットアップ」 （18 ページ）の設をを完了させておいてく 
ださい。 


EXPRESS 目 UILDER 


&ep J た;- 1ホ 



wO シームレスセットアップでは、設定によっては A — ドディスクの内容を削除し 
ます。入力するパラメータにごま意ください。特に、似下の設定時にはま意び 
必要です。 

• step 4 「 RAID の設定」 

• Step 已「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


^ シームレスセットアップを使用しないインス I ― ル方法など、特殊なセット 
をエック I アップについては、132ページの「応用セットアップ」で説明しています。 



• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途1 .44 M 巳フォーマットミきみ空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）にイ呆存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、另リ途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータファイルは 、 EXPRESS 巳 UILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成してお〈ことができます。 

参 ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法については、315 

ぺージを参照して〈ださい。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について磕認しておいてくだ 
さい。 


Windows ファミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。 

• Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 
J : 又降 「Windows Server 2003」と呼びます。 

上記 t (外のエディションをインストールしたいときは、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 


两"〇 Windows Server 2003 R 2 x 目4 Editions では、シームレスセットアップ 
を使用できません。再セットアップずる場合は 、 「Windows Server 2003 
R 2 X 目4 Edition インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照し、「マニユ 
アルセットアップ」を使用してください。 


巨 IOS の設定について 

Windows OS をインス I ルする前に八ードウエアの目 I 0 S 設をなどを磕認してください。 
252ページを参照して設定してください。 


注意すべき八ードウエア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインス I ルするとき、次のようなハー 
ドウ エア構成においては特殊な手順が必要となります。 

• ミラー化されているボリユームへの再インス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームじ再インス I -ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ス I -ール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows OS をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
トールに失敗することがあります。 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直して 
ください。 

• DAT や LTO 等のメディアについて 


シームレスセットアップでは、 DAT や LT 0 等のインス!-ールに不要なメディアはセット 
しないでください。 
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• 複数台の八ードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインス I ルした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （135 ページ）を参照してく 
ださい。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス!-一 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インストールはできません。この場合 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD じ格納されて 
いる 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してセツ 
トアップしてください。 


システムノくーテイシヨンのサイズについて 


Windows システムをインス I -ールするために必要なパーティションのサイズは、次の計算式 
から求めることができます。 


インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インス I -- ルに必要なサイズ ニ3500 MB(Windows Server 2003 R 2 

二3500 MB(Windows Server 2003 R 2 
with Service Pack 2) 

二5300 MB(Windows Server 2003 R 2 


+ServicePack 2 CD - ROM ) 

ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ十 12 MB 

アプリケーションサイズ ニ任意 


wO • 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
置3 のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリす足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルヴイズを設定してください。 

• 1つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409曰 MB です。搭載メモリサイズ X 1.日倍のサイズが409己 MB を超え 
る場台は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GBm 上の場台のダンプファイルサイズの最大は 
「2048 MB +12 MB 」 でず。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルする場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンび必要とずるディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) の場合、パーティシヨンサイズは、前述の計算 
方法から 

3500 M 巨 + (1,024 MB X 1.5)+ 1,024 MB + 12 MB + アプリケーシヨンサイズ 
二6,072 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 


システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを磕保できない場合は、次のようじ複数のディスク 
に割り当てることで解まできます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルヴ 
イズ分）を別のディスクに書き込むよラに設定する。 

ダンプファイルサイズを書き a めるスペースがディスクにない場合は「インス I -ールに必要な 
サイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 



シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨ 
ンサイズを「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 または 
「4095 MB 」 のうち、どちらか大きい値に設をしてください。 


サービスパックの適用について 

• Service Pack 2が内包された OS インストールメディアを使用しインストールされた場 
合は、再度 Service Pack 2 を適用する必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は、 Service Pack 1を適用する必要 
はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインス I -- ルする場合、サービスパックはシームレスセッ 
トアップ完了後、 Windows Server 2003 R 2 D に C 2のインス I ルを実施した上で 
「システムのアップデート」じて適用してください。 

• 本装置に添がされているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記 
サイトより詳細情報を痛かめた上で使用してください。 


[ PC ヴーバヴポート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示します。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step 13 卡 



イニュ•を； ii 巧して、 r ホへ J ポダノを押しなだみ、， 


•RA の《巧や0巧インストールする《をは、 r シームレスセホアッフを s 巧す 
•巧美を巧了する*るは、 rEXPMSSBUILDE 防巧了する J モ3巧してくだみ、， 



CD / DVD - R 0 M , フ□ッピーディスクを取り出ず 


Windows OS CD - ROM をセツトずる 


パラメータの□—ド （ Step 2) 


次へ 


0S の選択 （ steps) 


巧へ 


RAID の設定 ( Step 4) 


巧へ 


Windows の詳細設定 （ Step 已〜1 0) 


巧へ 

♦ 

パラメータのセーブ （ Stepll ) 


巧へ 


自動インストールの開始 ( Step 12) 


_|=スキッ 


お 



ソフトウエア使用許諾契約に同意ずる 



J :入力や選択がぶ、要な作業 


] :自動的に作業が道む内容 
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セットアップの手順 

シームレス セッ ト アップでは、 ウイザード 形式によりをパラメータを設定していきます。この 
とき、をパラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフ □、ソピー ディスクへ保 
存することも巧能です。 


两"〇 f 事前に 「 r ま意ずべき八ードウエア構成について」 （87 ぺージ)」を確認してく 
置3 ださい。 


パラメータファイルを使用するセットアップは、フ □、ソ ピーディスクじ保をさ 
[|云の れたパラメータファイルのみサポートしています。 

別途 US 目フ□、ソピーディスクドライブをご用意ください。 

円 ash FDD に保ちしたパラメータを使ってのセットアップはサポートしてい 
ません。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み} A ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略することができます。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl> + く Alt> + く Delete〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF/ON して本装置を再起動する。 


DVD から EXPRESS 巨 UILDER が、起讓力します。 


じ(下のメッセージが表示されたら 、 「Os installation *** default ***」 を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本副を選択し [0 K ] をクリックする。 

^ ^ xj 

EXPRESS 日 UILDER で巧巧する S 狂を g おしで < ださし、 

Select a languagfi to use for tht EXPRESS 日 UILDER, 


口目 本 語 

r 

English 

广 Fran 口 IS 

广 

Italiano 

广 Deutsch 

广 

Espanol 


OK 


日 . Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示されたら、[はしリをクリックす 
る。 


田 


MICROSOFT® WINDOWS^ PREINSTALLATION ENVIRONMENT 巧巧許諾契約吾 

重要 切下のを件をミ主意してわ読み下さい。 ^ 

あ使巧許詰契約ま<^1下、本幫巧香といいます）は、お客様と上記にをされたマイクロソフト 
巧のソフトウェア製品 （ iU 下、本ソフトウェアといいます）がをまれているコンピュータシス 
テムまたはソフトウ X ア（が下、本 コン ビュータといいます〉の製逸者 （ JU 下、本點逸老とい 
います）との巧で稀おされる法的な努約きでず。大切に保官してください。 

本ソフトウェアには、コンピュータソフトウェアおよぴそれに閲连ずる煤化、巧刷物、オンラ 
細 iiSi 龍茲をさま？許記 g * 3 きがホをされている g 合には、別途 ホ巧されてレる^ 


はい } ぃいえ I 


目.[シームレスセットアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 




Step ■ 短 -. 卡 
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7. パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 



[パラメータファイルを使用しない場剖 

r パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 

^ フ□、ソピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こち6を選択し 
I チェック] てください。 


[パラメータファイルを使用する場合] 

r パラメータを□ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、をウィザードじてファイルから□ードされたパラメータを磕認する 
場合は[次へ]を、磕認しないでそのままインス I '''ールする場合は[ス羊、ソプする]をク 
リ、ソク する。 


パラメータファイルのパスおよびファイルを(こ日本語は使用しないでくださ 

をエック] い。 


[次へ]をクリックー手順8へ 
[スキップする]をクリックー手順17へ 
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8. インス I -ールする日 S を選択する。 

[ Wiridows (32 bit エディション)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリ、ソク 
してください。 


NEC 



EXPRESSBUILDER 

Step J 包！ J 

バライータ 
の 口 - りり， 

nos の選択 

卡 1 ぉ 

ID の 

ち ‘ 


インストールする 0 S ぞ进祈してくだ或、。 

「上記かの 0 S をインストールする」ぞ进的すると、 RAID 巧寅のみ!!庙してが了します。 

••• 巧しく巳リ〇^巧黨し、 Window た fVK 2008(32 bit ) をインストールする巧さは、「上|己 W かの〇巧インストールする J を 
涅巧し、いったん RAID 巧 襄ぞを了したな、再度 r シームレスたットアッブ J を実化してください。 


C Windowi <3 三 bit エディション馆インストールする 
广 Wndo の (64 bit エディション巧インストールする 
广 Lifm * をインストールする生サービス它ット用} 


广上記 1 U かの说をインストールする 


K & ご）で)ぃ 巧 TDP へ 

9. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 阿 ". P 呼 " r ■ レ fi" 陽吟 | 難 " ■►I な 管 * 

i ががライブを巧巧しミす， 

RAID コントローラをな巧していない場合、およぴ、ずでにけ巧まれている話なドライフをな巧するちをは、スキップを这巧し、ホへ巧んでくだみ、 ♦ 

なお、 請理ドライフの巧巧には、同お巧の化巧デバイスしか巧用できません， 



•る〇 〇次へ 


、 ） TOPa 


起 


論埋ドライブの作成には同型番の物埋ディスクしか使用できません。 
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10. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設定]画面が表示されます。 

設を内容を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step J 哲一い. j 馬夕… f の•巧,, ' fr .. 1 

1 鄉今 1 ぉ 管 * 

インストールするメディアと、インストール先のシステムドライブを巧定してくださ1、 

巧用巧おな S*rvi«PMk じついては、 r ユーヴース巧イド J をを拐してくだみ、 ♦ 

r 历巧のバーティションを巧巧する J を这化した巧を、ィスウの目【モ巧）のパーティション^0巧インストールします. 


p インストールメディアの巧を— 
Window フアミリ/ェデイシ3ン 


:「デフォルト B 本語.こ] 


: [<GMT-^00) ホ阪、を巧、ま京 


(-Window* システムドライブの i 


' 巧巧のバーテイシヨンを巧用する t»i バ—テイシヨンのみウリアされ3す） 

f 巧巧にホぶずる（ディスウの巧奋は、すぺてウリアされます）- 

C 5：ィスウのを巧巧を巧巧する 

サイスを巧定する ' 


•る〇 〇巧へ 


( つ TOPa 


Version 5.XX-XXX.X かXX) 



• Windows Server 2003 R 2 でサービスパックを適用する場台は、 
シームレスセットアップ完了後 、 Windows Server 2003 R 2 DISC 
2を適用してか5「システムのアップデート」にてサービスパックを適 
用して < ださい。 

• パーティションサイズについて 

— 0 S をインストールするパーティションは、必要最小限似上のサイ 
ズを指定してください。 （88 ページ参照） 

- 接続されている八ードディスク上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,097，1 44 MBiy 上の論理ドライブは作成できませ 
ん /。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでごを意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報は フォー マットさ 
れ、すべてなくなりまず。それ似がのパーティションの情報は保持され 
まず。下図は、情報び削除されるパーティションを示していまず。 


第1ノ户テイシヨン 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールずることはできませ 
ん （88 ぺージ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
パーティションを使用ずる」を選択しないでください。 
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11. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設を]画面が表示されます。 

ユーザー情報を入力して[次へ]をクリックしてください。 




• パラメータフアイルを使用してセットアップを斤った場合や、 Step 7 i ^ ソ 
降の画面から Step 6 に画面を戻した場合、 「 Administrator パスワード」お 
よび 「 Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「♦♦♦♦♦」が表示されます。 

• 日本語入力する場合は、 < Alt >+< 半角/全角>キーを押してください。 


12. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step I lUf &"♦ I ジ締 ♦ 


ネホロ〜ウブロト： J ルのをちを巧います， 

IP アドレスを巧定する巧をは、 r わスタムをま J を这巧し[詳油を左 J ボ巧ンを巧してくだ 
ネ•ホワークの裝左を巧わない巧合は、 r 巧巧を去 J を法巧し r なへ J ポタンを巧してく? 


巧巧を定 
C わス日ムをを- 



-ニミ r 。 adapter - i 本ツ f. ....U 卜」 J レ:： 


•る o 


、 ) top ^ 




起 


カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 
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13. 参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指定]画面が表示されます。 

設を内容を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ネ，トク-ク 「醒 参化 ドバン I 面 コンポー （I アプリケー ■パラメータ IStt イン 

step 牌 7‘ IP 驗，] 卡 I 接 9 I 鮮 0 |nn * 龄 

ドパインIこを如する巧合は、アたウントちとバスワードを人力してくだみ、 ♦ 

ド^インじを加しないちをは、 r ローウヴルーフにさ扣する J を这巧し r ホへ J ポタンを巧してくだみ 


ワーウヴルーフを ： |WORKGROUP 




R るホへ 


、 JJOP ^ 


14. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 


EXPRESSBUILDER 

•A 看车ツトトク ぶ参化ドバ> ||■コンポー1 (I アプリケー ■パラメー タ ■き 》イン 

step J 殺]マ 1 ;;細ぞ 11 ; I 隣で。 | "» I 鮮 0 "» I 。 作 》 ||を が 

インスト—ルする Window] ンポーネントを这巧してくだみ、 • 


厂アフ U ケーシ3ンサーバ- 

I インターホホインフォメーションサービスリI巧 


げ j . 



ド巧ち, 

^卜-。《 日トレ 

，り 詩旋1 

厂ネット 

ワーウモニ5ツール 




I Window インターネホホームサービス (WINS) 


15. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設を]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なアプリ 
ケーシヨンを選択して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


1^7"' P 歡 I; II 到 1*1 嘴 f 卡 I ! 聪 


イン;ホールするアブリクーシヨンを法化してください • 

•KMPRO/ServrAgwt のインストールには、《をネットワーウ《理プロト]ル (SNMP) のをまがお g でず， 

•エクスフレス巧巧サーピスは、 ESMPRO/SwverAgw 品インストールする巧をのみ法ができまず， 

•EXPRESSBU 化 DER じをまれていないディスクドライバを巧用ずる巧をは、 T 大奋*を巧装ち巧 OEM.Diik の巧用 J 
•[巧抽アフリケーシ3ンのイン;か一化 J については、 r ユーザースね‘イド J をを巧してください • 


IJ を法巧してくだみ >♦ 


風阿ち齡アブリケーンョン 
穴な量ミ己 1ft^SfflOEM*Disk の巧用 

巧加アづリケ—ンヨンのインストール 

适加》 J 

进おされたアブリケーン9ン 

ESMPRO/Server Agent 
エクスブレス戚民ヴービス 
エクスブレス斌民サービス (HT 作 S) 

NEC からのおからせ 


1 [瑞哥勝::;1 

Microsoft ."口 Framework Version 2。税疏巧敝、•ツケー 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 税目お巧版、*ッケージ(ぶ6) 


•る〇 〇なへ 


QtOPa 


フ♦ルトへ*す 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ]- シリーズを 
選が-が応するバージョンの厘哥を選択-[追加アプリケーションのイン 
ストールについて]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、じ TF のエディションを還 
択した場合にのみ、表示されます。 

- Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本 

語） 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 

— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition (日本語） 

これ必外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、曜択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を還 
がし [<< 削哟をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （337 ぺージ)」をご覽く 
ださし、0 
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16 . パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step 

H ネかワ-， 11参化パイン TI コンポー 1アプリケー 1 (1 パラメー^ ■ 白》イン 

1 盛 7- 1綿 跨 ‘ 1; J お • ろ "‘ mZ' |のづ|今1讀2 

パラパー3をセーフする巧合は、バライーな7ァイルの巧な巧となるパディアをセホして、 r バラメータをセーフずる J を这巧し、 

ファイルををドライフレ5—からフル"スで入力してくだみ、 ♦ 

バライ-5ファイルをセ•ブしない巧合は、 r バライ-5をセ*フしない巧法巧してくだみ >♦ 

—*RAM ドライブ、 Wmdo**RE バーテイシヨン、およびシステムドライブにファイルを巧巧ずることはできません， 


"ライ—巧をセ—フしない 

•るり 

なホへ Otop へ 

Vwion S. ぐ.'.'げ‘.バ(Vパ） 


[パラメータファイルを保存しない場合] 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フ□、ソピーディスクドライブが本体(こ接続されていない場合、こち 6 を選択し 

をエック I てください。 


[パラメータファイルを保存する場を] 

r パラメータをセーブする」を選択し、 フォー マツト済み フ□、ソピー ディスクをセツ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 

[チェック] い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic 」 からも作成するこ 
とができます。 


17. 自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 
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18. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションの CD-ROM 
またはフ□、ソピーディスクをセツトし、 W 降は画面のメッセージに従って操作して 
ください。 



19. メッセージに従って 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 

フ□、ソピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緖じ取り化し 
ておいてください。 

2日 . Windows Server 2003 CD - ROM を光ディスクドライブにセットする。 

[ソフトウてア使用許諾契約]確認画面が表示されます。 


Microsoft Windows Server 2003バッケージ I こ同巧されている 
「マイクロ VフトVフトウXア巧巧許諾契約草 J ぞお読みください。 


21. 「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意する場合は、[はし、] 
をクリックする。 

同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 



バックアップ CD - ROM 必外の OS CD - ROM を使用している場合は、じ TF のメッ 
セージが表示される場合があります。 [ OK ] をクリックし、プロダクトキーを 
入力してください 

セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト 
ID が含まれていません。システム管理者に有効な 
プロダク HD を問い合わせてください。 
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Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的じインストールされ、 
システムに□グオンします。 


インストール中に 1 U 下のダイア□グボックスび表示される場合びありまずび、 
[セツトアップ完了]画面び表示されるまでは操作ずる必要はありません。 



22. [セットアップ完了]画面で [ OK ] をクリックする。 

23. インス!ル完了後、 [ Windows セツトアップ]画面が表示されます。 



Windows Server 2003 R2 D に C 2を光ディスクドライブじセットし、 [OK] をク 
リ、ソク する。 

W 降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インス I -- ル終了後、 Windows Server 2003 R2 D に C 2を光ディスクドライブか 
ら取り化し、再起動してください。 



サービスパックをインストールする場合は必ず Windows Server 2003 R 2 
D に C 2を適用した後で「システムのアップデート」にて適用してください。 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 

LAN ドライバと PROSet のインスIル 
[LAN ドライバ] 

標準装備のネットワークアダプタの LAN ドライバのインストールじついては下の通り 
です。 

くカスタムインストールモデルのセットアップ> 

購入時にインス I '''ール済みです。 

くシームレスセットアップ> 

シームレスセットアップ中じインストールされます。 

[ PROSet ] 

PROSet は、下の機能を実現する LAN ドライバユーティリティです。 

- アダプタ詳細情報の磕認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 

- チームの設を 

複数のネットワークアダプタをチームとして構成することで、耐障害性に優れた環境を 
提供し、装置とスイ、ソチ間のスループットを向上させることができます。 PROSet をイ 
ンス I -ールする場合は、 U 下の手順で行って<ださい。 

1 . 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. エクスプ□-ラを起動する。 

3. [¥01 9¥ win ¥ winnt ¥ dotnet¥rl 48¥ apps ¥ prosetdx ¥ win 32 J デイレクトリ 
内の 「 clxsetup . exe 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

日.使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し 
て[次へ]をクリックする。 

目.セッ トアップオプションの画面が表示されるので、下記の3点が選択されているこ 
とを確認し[次へ]をクリックする。 

- ドライバ 

- インテルが） PROSet for Windows * デバイスマネージャ 
— Advanced Network Services 

7. [インス I -ール]をクリックする。 

8. [ InstallShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完 
了]をクリックする。 
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9. 「EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 

W 上で完了です。 

LAN ドライバのセットアップに記載している、リンク速度の設を （103 ぺージ)と W 0 L の 
設を ( 104ページ)を必ず行 つてください。 


• LAN ドライバおよび PROSet (こ関する操倘ま、必ず本体装置に接続され 

にェックI たコンソールか6管理者権限 （Administrator 等）で□グオンした状態 

で実施してください。 0S のリモートデスクトップ機能、または、その 
他の遠隔操作ツールを使用しての作業はサポートしておりません。 

• IP アドレスを設定する際、[インターネットプ □ トコル (TCP/IP)] の 
チェックボックスがかれている場合、チェックをがけてか 6IP アドレス 
の設定をしてくださし、 


LAN ドライバのセットアップ 

• リンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転送速度とデュプレックスモードを接続先スイッチング八ブの 
設を値と同じ設をにする必要があります。 

W 下の手順を参照し、転送速度とデュプレックスモードを設をしてください。 

く PROSet びインスIルされている場合> 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタを夕'ブルクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値 
に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K] をクリックする。 
日.システムを再起動する。 

く PROSet びインスIルされていない場合> 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタを夕'ブルクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [詳細設茵タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]をスイッチング八ブ 
の設定値と同じ値に設定する。 
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4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [OK] をクリックする。 
日.システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

引き続き、 W 0 L の設定を行ってください。 

• W0L の設定 

WOUWake On LAN ) の機能を使用する場合は t (下の手順を参照し、ネットワークアダ 
プタの設をを行ってください。 

WO WOL は、標準装備のネットワークアダプタのみ対応しています。 


く PROSet びインスIルされている場合> 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) 82578 DM Gigabit Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82574 L Gigabit Network Connection ] 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake On LAN] 内の設定項目を下記の表の設定に変 
要する。 


設定項目 

WOL を使用 
ずる場合 

WOL を使用 
しない場合 

- "Wake On Directed Packet" 

ON または OFF 

OFF 

- "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

-" 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

- "Wake on Link" 

OFF 

OFF 



参 [Intel(R) 82578 DM Gigabit Network Connection] を使用する場合、スタン 
バイ状態からの W 0 L によるシステムの起動はサポートしておりません。 

• "WakeOn Directed Packet" の機能については下記の通りです。 

ON: スタンバイ、および、か止状態から DirectedPacketn) でシステムの 
起動ができます。 

OFF: スタンバイ、および、か止状態から DirectedPacket でシステムの起 
動ができません。 

• [節電のオプション]内の設をを変更する必要はありません。 

• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、保持されます。 

*1 イーサネットヘッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むパケッ 
卜または IP ヘッダにアダプタに割り当てられた IP アドレスを含むパ 
ケット。 


4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0K] をクリックする。 
日.システムを再起動する。 
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W 上で完了です。 


く PROSet びインスIルされていない場合> 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) 82578 DM Gigabit Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82574 L Gigabit Network Connection ] 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電源の管理]タブを選択し、設定項目を下記の表の設定に変更する。 


設定項目 

W 0 L を使用 
ずる場合 

WOL を使用 
しない場合 

-"電力の節約のため、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フにでさるよラにずる" 

ON 

ON 

-" このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除でき 
るよラにずる" 

ON または OFF 

OFF 



参 [ Intel ( R ) 82578 DM Gigabit Network Connection ] を使用する場合、スタン 
バイ状態からの WOL によるシステムの起動はサポートしておりません。 

• "このデバイスで、コンピユータの.…"の機能については下記の通りです。 

ON : スタンバイ、および、か止状態から MagicPacke しおよび、 

Directed Packetn ) でシステムの起動ができます。 

OFF : スタンバイ、および、か止状態から MagicPacke しおよび、 
DirectedPacket (*1) でシステムの起動ができません。 

• シャットダウン状態では DirectedPacket での W 0 L によるシステムの起動 
はできません。 

• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、保持されます。 

*1 イーサネットへッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むパケッ 
卜または IP へッダにアダプタに割り当てられた IP アドレスを含むパ 
ケット。 


4. [詳細設定]タブを選択する。 


日. [PME をオンにする]を下記のように設定を行ラ。 

- W 0 L を使用する場合：オン 
- W 0 L を使用しない場合：オフ 


6. ネットワークアダプタのプ□パティの [0K] をクリックする。 

7. システムを再起動する。 


W 上で完了です。 
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チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行って<ださい。 


W -0 チームの機能、その他ま意事項については下記 URL の[増設 LAN ボード関連] 
■to をクリックして表示されるテクニカルガイドに記載していまずので、必ず確認 
して < ださい。 

http://support.express.nec.co.jp/pcserver/category/spec.htnnl 


くチームのセットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [Intel (の〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

日.チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

目.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、設定するチームタイプ選択して[次へ]をクリックする。 


8. [完了]をクリックする。 

チームのプ□パティが表示されます。 

9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

10. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、 liTF の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設定 

プライマリに設をするアダプタを選択し、「プライマリの設を」をクリックす 
る。 

- セカンダリ設を 

セカンダリに設をするアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設をを完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 


対応しているチームタイプは下のとおりです。 

- アダプタフオルトトレランス 

- アダプテイブ□ー ドバランシング 

- 静的リンクアグリゲーシヨン 

- スイッチフオルトトレランス 



プライマリ/セカンダリ設をは必下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 
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11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、[スイッチのテスト]画面が表示され 
たら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


✓ [テストの実行]を行う前に、[設定]タブにてアダプタのステータスが"有効"また 
[ f 云の は"スタンバイ"であることを確認してか6テストを実行してください。 

実行した結果、および問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 
エラーが表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチング八ブ 
の設定を変更して<ださい。 


12. システムを再起動する。 

じ(上で完了です。 

くチームの削除手順> 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

日.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを確認す 
る。 

6. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

下言己の場台は必ずくチームの削除手順>にしたびって一度チームを削除し、作 
業完了後に再度チームを作成してください。 

— マザーボードや LAN ボードを交換する 

- チームの タイプを変更する 


LAN ボード( N 81 04-1 22/1 25 A /126) を使用する場台 

LAN ボード ( N 8104-に 2/125 A /126) を使用する場合、 「 EXPRESSBULDER 」 DVD に格納されてい 
るドライバをインス I -ールしてください。 


く LAN ボード用ネットワークドライパのインストール> 

1 . [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]配下の [Intel (の〜]をダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 



いそのイ也のデバイス]一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 


[八ードウエアの更新ウィザー鬥が表示されます。 
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4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

5. [—覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリックする。 

6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、 「リムーバブルメディア.. .1 のチェックを 
がし 、[次の場所を含める]にチェックを入れ、 

「N 8104 -122/125A/ 126」の場合 

「¥01 9¥win¥winnt¥dotnet¥r 1 48¥pro1 000 ¥win32¥ndis5x」 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの 橫 索が開始され、 橫索 後にインスI-ールが始まります。 

しばらくすると[八ードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

8. システムを再起動する。 

上で完了です。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備の グラフィ 、ソクスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBULDER から「システムのアップ 
デート」を実行するとインス!—ルされます。 

カスタムインス!'''ールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にインス 
I'''ールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「 Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-107) を使用ずる場合 

SCSI コント□-ラ (N 8103 -107) を使用する場合、ドライバは EXPRESS 巨 ULDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインス!-ールされます。カスタムインストールモデル、もしくはシーム 
レスセットアップを実施した場合は自動的にインスI-ールされています。 

追力□接続した場合は、 EXPRESSBULDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをイ 
ンストールしてください。 


SAS コント□-ラ( N 81 03- 1 04 A ) を使用する場台 

SAS コント□-ラ (N 8103 -104A) を使用する場合、ドライバは EXPRESSBULDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。カスタムインストールモデル、もしくはシーム 
レスセットアップを実施した場合は自動的にインストールされています。追力□接続した場合は、 
EXPRESSBULDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインスIルしてくださ 
い。 
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RAID コント□-ラ( N 81 03-1 3日)を使用ずる場合 

ご使用している環境によって、ドライバのインス I -ール手順が異なります。ご使用の環境の手順でド 
ライパをインス I -ールしてください。 

• RAID コント□—ラ( N 81 03-1 28/1 34) を使用している場合 

0 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は 
必要ありません。 

• RAID コント□—ラ( N 81 03-1 28/1 34) を使用していない場合 

ドライバは EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行するとインストールさ 
れます。カスタムインス!-ールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自 
動的にインストールされています。追力□接続した場合は、 EXPRESSBUILDER から「システム 
のアップデート」を実行してドライバをインス I -ールしてください。 


障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、痛実に復旧できるようセツトアップをしてください。詳細な 
手順については120ページをご覧ください。 


管理ユーティリティのインスI-ール 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD じは、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管理用の 
rESMPRO / ServerManagerJ などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセッ 
トアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルにインストールしたユーティリティの 
フォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストールしなかった 
場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてください。 




ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウ X ア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

r システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 

システムのアップデートは夕のような場合に、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に収録されているを OS 
のインストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追力日など）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールを使用してシステムをリストアした場合 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるようじ、あらかじめ次のようなセットアッ 
プをしておいてください。 


メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 


本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 


メモリダンプのを意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動ずると、起動時に仮想メモリび不足していることを示ずメッセージが 
表示される場台びありますび、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合びあります。 


Windows Server 2008 R 2 の場合 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ウィンドウが表示されます。 

2. [コント□ールパネル]ウインドウから[システムとセキュリティ]をクリックする。 


3. 

4. 



[表示方ま]が[カテゴリ]1^ソ外の場合は、[コントロールパネル]から直接[シ 
ステム]をクリックしてくださし、0 


[システム]をク U ックする。 
[システムの詳細設定]をクリックする。 


恩 システム 




システムと t 辛ユリテイ T システム 


倒 I が □- 


コシト □ー ルバ本ル ホーム 

@ デパイス7ネ-如¬ 
な fi ijf - レの i 古ち 

媒 I システムの i 軒 田 記ち J 


コン ピューみ 一の ま本的む情征のま5 

Windows Edition - 

Windows Server 2008 R2 
Standard 

Copyright © 2009 Microsoft 
Corporation. All rights 
reserved. 


[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 
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己.[起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 



6. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き A む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 



[■起勒システム- 

巧定のオペトティンヴシステム域： 

■Windows Server 2008 R2 

ロ オペレーティンヴシステムの一度をま示す别寺間の： ~3わ間 

厂 ぶ要ねときに倾复オブシヨンをま示す别う間(故 ~ □ 巧間 




キャンセル J 



• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場 S ま、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場台は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 似上の空を容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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7. [パフォーマンス]ボックスの驗赶をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウが表示されます。 



8. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 
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9. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



10. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチェックボッ 
クスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 



X] 



す町のおけが-もヴ7沖し耐ィ7：销删巧遭単 f 郡 聞;! 


ドライブ柿リュームラバル]也） パージシヴ7ァイルのサイぶ （ MB ) 1 

D 

E 

G 

刪ュ-ム] k 


遇巧したドライプ： C ： 

空き I 目域： 11009 MB 


カスりムサイス’脚： _ 

巧期サイぶ （ MBXP : ド 

最亢サイぶ （ MB ) 脚： い〇95 

广システム昔巧サイぶ(进 

广パ-'方ヴ 7 W ルわし姐） fS ち樹 J 


すパ:てのドライプの組パージシク7ァイルサイス’ 
最小限 け MB 

巧装： 3069 MB 

現なの割り当て： 3069 MB 


OK I 辛 ル ^ 






















































114 障喜処理のためのセツトアップ 


11. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべてのド 
ライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値!;I上に、[最大 
サイズ]を[初期サイズ] lil 上に変更し、[設定]をクリックする。 



• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。 Windows パーティションには、ダンプファ 
イルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイ 
ルが必要です。また、ページングファイルび不足ずると仮想メモリ不足 
により正確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全 
体で十分なページングファイルサイズを設定してください。 

• mmmi については、インストレーションサプリメントガイドの「ま 
意 事項」の「システムパーティションのサイズについて」の項を参照し 
て < ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


12. [日のをクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


W 上で完了です。 
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Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックする。 

[システム]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システムの詳細設定]をクリックする。 

[システムのプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示されます。 


システム 


00 F T コシト□ールバネル T システム 
7 ァイル(り漏集(り表示(ぶクール(でヘルプ(が 

]シビューみの虽本的なを册 

Windows Edition - 

Windows Server の Standa 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 


タスウ 

@ デバイスマネ-み(邮 
@ リモ-卜の設定脚 
システムの i 卽田設冠が 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2008 64-bit (x64) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300MBiy 上の空を容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2GB を超える場台は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32-bit (x8 巨） Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場台は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBm 上（メモリサイズが 
2GB を超える場合は、 2048 MB+ 300 MBiy 上）の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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己.[パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 



6. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 
















































118 障喜処理のためのセツトアップ 


7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチェックボッ 
クスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 



ぶ] 


化适:*刊 


匿蜀:皆 3 S 啞祖 iSSE ! 祖 


すパ;てのドライプの組パージ：/ヴ7アイル サイズ 
最小限： 16 MB 

巧磐： 7の MB 

現をの割り当て： 1024 MB 


OK I _キでンじル 
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9. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべてのド 
ライブの総ページングファイルヴイズ]ボックスに記載されている推奨値!;>(上に、[最大 
サイズ]を[初期サイズ](上に変更し、[設定]をクリックする。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーシヨンサプリメントガイドの r ミち 
意事項」の「システムパーティシヨンのサイズについて」の項を参照し 
て < ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングフアイルを 
再設定してください。 


10. [日のをクリックする。 

設をの変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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Windows Server 2003の場合 

次の手順に従って設ちします。 



ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 
Windows Server 2003 R 2 x 64 Editions でも同様の手順でセットアップしてく 
ださい。 


1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2003 R2 x 目 4 Editions の場を 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2GB を超える場台は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場台は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ + lMBm 上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2GB を超える場台は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003 の場台 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場台は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12MBiy 上（メモリサイズび 2GB 
を超える場合は、 2048MB+12MBm±) の空き容量のあるドライブ 
を指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書を込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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己.[パフォーマンス]ボックスの驗赶をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウが表示されます。 



6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 





のデザインとバフオーマンスじほう設定をぶ巧してくださ 


(7 こな扔篇湿な臟首巧的!::: 

r デザインを煩先する(が 
广バフォーマンスを便巧するを） 

广カスタムを)： 


回ウィンドウとボタンに紀貸スタイルをほ用する 

□ ウィンドウをを六化やを小化するとき【こアニターシヨンでま示する 

□ コンポボックスをスライドして閒く 

□ スクリーンフォントの摄が骨らかじする 

□タスクバーボタンをスライドする 

□ デスクトップのアイコンるじををなける 

□ ドラックやじウィンドウの内容をま示する 

□ ヒントを:なードまたはスライドでまモする 

□ フォルタでよくほ用するタスクをほ巧する 

□ マウスポインタの下にををま示する 


zi 


OK 


キャンむレ J 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべての 
ドライブの総ぺージングファイルサイスボックスに記載されている推奨値!;^上に変更し、 
[設定]をクリックする。 


ドライブレザリュームラベル]也） 


过ぶ] 

ページンクファイルのサイズ (MB) 



猫 R したドライブのページンヴファイル サイズ- 
ドライス C: 


にカスタムサイズを)： 

巧巧サイズ （MB ) の：|192 

を入サイズ (MB>Op： |384 

ベージンヴフ7み馬いぶ 


設定を〉」 


-すべてのドライプの热ページンヴファイルサイズ- 
を小巧： 2 MB 

巧装： 1抑 MB 

現なの割り当て： 192 MB 


[ 


OK 


キャン t ル 



• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つぺージングファイルび(2、要 
です。また、ページングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーシヨンサプリメントガイドの r ミち 
意事項」の「システムパーティシヨンのサイズについて」の項を参照し 
て < ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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9. [日のをクリックする。 

設定の変更内容じよってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッ 
セージに従って再起動してください。 
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ユーザーモードプロセスダンプの取得方法 


Windows Server 2008 R 2 の場合 


ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイルです。 
アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了させず 
じ、じ(下の方法にてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所をちクリックして[タスクマネージャ]をクリックする 
か、く Ctrl 〉 + く Shift 〉 + く Esc > キーを押下して[タスクマネージャ]を起動する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名をちクリックし、[ダンプファイルの作成]をクリックする。 

4. 次のフオルダにダンプファイルが作成されます。 

C :¥ Users ¥ (ユーザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となつている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの禮理から[フォルダーと検索のオプション] 
を選択し、[表示]タブから[隠しファイル、隠しフォルダー、および隠しド 
ライブを表示する]にチェックをしてください。 


ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得してください。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方まの詳細は、じ(下の Microsoft 社のサポート技術情 
報を参照してください。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプ□セスダンプを取得する方ま」 
http :// support . microsoft . com / kb /949180 /ja 



Windows Server 2008 R 2 では、ワトソン博±は[問題のレポートと解決策]に 
変更されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得 
することができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上 
記の方法で取得できます。 
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Windows Server 2008 の場合 


ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイルです。 
アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了させず 
に、じ(下の方まにてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスク バー 上の空いている場所をちクリックして[タスク マネージャ] をクリックする 
か、く Ctrl 〉 + く Shift 〉 + く Esc > キーを押下して[タスク マネージャ] を起動する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名をちクリックし、[ダンプファイルの作成]をクリックする。 

4. 次のフオルダにダンプファイルが作成されます。 

C :¥ Users ¥ (ユー ザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの [ツー ル] から [フォルダオプション] を還択し、 
[表示]タブから[すべてのファイルとフォルダを表示する]にチェックをして下 
さい。 


ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得してください。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法の詳細は、下の Microsoft 社のサポート技術情 
報を参照してください。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプ□セスダンプを取得する方ま」 
http://support.microsoft.com/kb/949180/ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博±は[問題のレポートと解決策]に変 
更されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方まで取得できます。 
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Windows Server 2003 の場合（ワトソン博 ± の設定） 

Windows ワ ト ソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエラーを橫 
化するとシステムを診断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を採取できるよう次の手順 
に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに rclrwtsn 32. exej と入力し、 [ OK ] をクリックする。 

[Windows ワ ト ソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 


rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで保存されます。 



ネットワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
をエック] てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 


日. 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


[クラッシュダンプの種類]のラジオボタンで[完全]を選択する。 
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6. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存の□グファイルに追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明じついてはオンラインヘルプを参照してください。 

7. [日のをクリックする。 
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ットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることができま 
す。 

Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008 の場合 


ネットワークモニタのセツトアップ手順 



Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008には、ネットワークモニタが 
含まれておりません。 

Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008においてネットワークトレー 
スを 採取するためには、 Microso けなより提供されております Microsoft Network 
Monitor をセットアップする必要があります。 


1. Microsoft 社の Web サイトよりネットワークモニタをダウン□-ドする。 
http :// support . nnicrosoft . conn / kb / 933741 / en-us 

2. ダウン□ー ドしたファイルを実行して、インス!-ーラを起動する。 

画面の指示に従ってインス I -ールを実施してください。 



[セキュリティの 警告]ポップアップが表示された場合は、[実斤]ボタンをクリッ 
クしてく ださし、。 

セットアップ形式を還がする画面では、 [ Complete ] を選がしてください。 


じ(上でネットワークモニタのセツトアップは完了です。 



ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から行います。 


ネットワークトレースの採取手順 

1 . スタートメニューから Microsoft Network Monitor を起動する。 

2. [Start Page ] から、に reate a new capture tab ...] もしくは [ File ] メニューの [ New ] 
を展開し、に apture ...] をクリックする。 

新たにネットワークトレース探取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks ] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. に apture ] メニ:!一上のに tart ] をクリックしてネットワークトレースの採取を開始する。 

日.に apture ] メニュー上のに top ] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了する。 

目.[円 le ] メニューのに ave As ...] を選択する。 

[さ!前を付けて保存]ウィンドウが表示されますので 、 [Frame selection ] 内の [All captured 
frames ] を選択後、適切なフォルダ、ファイルをを指定します。 
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既をでは、が下のフォルダが指をされています。 

C :¥ Users¥<User name >¥ Documents¥Network Monitor 3 ¥Captures 


7. [保存]をクリックする。 

手順6.で指定したフォルダじファイルが作成されます。 


Windows Server 2003 の場合 


ネ、ソトワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動を行う必要があります 
ので、障害が発生する前にインストールしてお<ことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削晩をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理とモニタツール]ダイア□グボックスが表示されます。 

日.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 

チェックボックスをオンにして[日 K ] をクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りますので、 

[次へ]をクリックする。 

7. ディスクの挿入をホめるメッセージが表示された場合は、要ホされた CD - R 日 M を光ディ 
スクドライブにセットして [ OK ] をクリックする。 



ディスクの挿入を求めるメッセージは‘ ‘Service Pack 1 CD-ROM ラベルを付い 
た CD " と表示されますが、 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、 
"Windows Server 2003 R 2 DISC 1" を光ディスクドライブにセットしてくださ 

し、 0 


8. [ Windows コンポーネントウィヴード]ダイア□グボックスの院了]をクリックする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイン 
卜し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。操作 
の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 
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システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情報を 
バックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リストア) 
できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1 . オプションの Flash FDD または 、 USB FDD をお持ちの方は US 巨 FDD を USB コネクタ 
に接続する。 

2. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再起動す 
る。 

EXPRESS 目 UILDER から起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menuCNormal mode )]-[ Japanese；|-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

wO オフライン保守ユーティリティではフ□ッピーディスクを使用した説明び 
BM メッセージに表示されますび、本製品はフ□ッピーディスクドライブを内蔵し 
ていません。オプションの円 ash FDD を使用するか 、 USB FDD をお持ちの方 
は USB FDD を使用してください。 
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応用セットアップ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムじよっては、特殊な手順で 
セットアップしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未巧応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新の RAID コント日ーラなど、本装置に添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD じ対応していない大容 
量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インス I -ールなどをする場合は、次 
の手順でセツトアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷）により、 0 S 組み込み出荷された状態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

参 シームレスセッ ト アップにが応しているボードの一覧については 

「 EXPRESSBUILDER がサポートしているオプションボード」 （17 ぺ一 
ジ）を参照してください。 


1. セットアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

^ 本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、 

巧云す！ 大容量記憶装置コント□ーラの説明書を優先して<ださい。 


2. RAID コント□-ラの場合は、コント□-ラの説明書に従って RAID システムの設定を行 
ラ。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD わ、らシステムを起動させる。 

4. 忙 XPRESSBUILDE 刊こドライバを□-ドする]を選択し、[次へ]をクリックする。 

「ドライバの□-ド」画面で大容量記憶装置用 OEM - D に K をセツトして[実行する]をクリツ 
クする。 



このオプションを選がすることで、 CD - ROM またはフロッピーディスクで提供 
されているドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることが 
できます。 


日. lil 下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

- RAID の設を画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をス羊、ソプする]を 
チェックする 

-アプリケーシヨンの設をで[大容量記憶装置用 OEM - 口 sk の適用]が[選択されたアプリ 
ケーシヨン]に表示されていることを磕認する 
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マニュアルセットアップ 

マニュアルセツトアップについて説明します。 


Windows Server 2008 R 2 の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧めし 
ていますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要じなることがあ 
ります。マニュアルセットアップで Windows Server 2008 R2 をインス I -- ルする方まじついて 
は、 EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 200 8 R2 イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、 EXPRESSBULDER から 
rOEM-DiskJ を必要に応じて作成してください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアル セッ ト アップ」では 、 「Windows Server 2008 R 2 OEM-Disk for 
EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれる OEM - Disk が必要な場合があります。作成方 
法については 、 r EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュ 
メント 「Windows Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガイド」を 
参照してください。 


Windows Server 2008の場台 

オペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセットアップを使用することをお勧めして 
いますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になることがありま 
す。マニュアルセットアップで Windows Server 2008をインス I —ルする方まについては、 
EXPRESSBULDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2008インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

また、 EXPRESSBULDER から 「 OEM - Disk 」 を必要に応じて作成してください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアル セットアップ」では、 「 OEM - Disk 」 が必要な場合があります。 
作成方法については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「 Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 

< OEM-Disk 名称> 

参 Windows Server 2008 64 bit ( x 64) Edition の場合： 

rWindows Server 2008 x 64 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 

参 Windows Server 2008 32 bit ( x 86) Edition の場合： 

rWindows Server 2008 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
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Windows Server 2003 R2 x64 Editions の場合 

オペレーティングシステムのインス I -ールは、マニュアルセットアップを使用します。 

マニュアルセットアップで Windows Server 2003 R 2 x 64 Editions をインス I ルする方まについ 
ては、 「 EXPRESSBULDER 」 DVD じ格納されているオンラインド羊ュメント 「Windows Server 
2003 R 2 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あら 
かじめ EXPRESS 巨 UILDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - 
Disk for EXPRESSBUILDER 」 と P 乎ばれる OEM - Disk がを、要です。 

作成方法については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Editions インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照してください。 


Windows Server 2003 の場台 

本装置へのオペレーティングシステムのインス I ルは、シームレスセットアップを使用することを 
お勤めしていますが、特殊なインス I -ールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になるこ 
とがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインス I —ルする方まについては、 
EXPRESS 目 UILDER に格納されているオンラインド车ュメント 「Windows Server 2003インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ EXPRESS 目 UILDER から 
rOEM-DiskJ を作成しておいてください。 


^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
をエック I て参照してください。 



OEM - Disk とは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアル 
セットアップ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-Diskfor EXPRESSBUILDER 」 
と呼ばれる OEM - Disk が化要です。 

「 Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESS 巳 UILDER 」 には .WindowsServer 
2003のインストールで必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドラ 
イバなどが含まれています。 

作成方法については、 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 DVD に格納されているオンライン 
ドキュメント 「 Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」 
を参照してください。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セットアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってください。 

再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーションサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセット 
アップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセットアップしたいパーティションを選択する。 

< Windows Server 2008 / Windows Server 2008 R 2 の場を> 

Windows のインストール場所を選択してください。 


< Windows Server 2日日3の場を> 

次の一覧には、このコンピュータ上の既をのパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください, 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセット 
アップを続行する。 

W 上で完了です。 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 



システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを確認してか5セットアップを続行してください。 
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ドライブで字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できません。 
ごを意ください。 

< Windows Server 2008 R 2 の場合> 

1. スタートメニューから[コンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[ヴーバーマネー 
ジャー]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[記憶域]-[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、 [ ドライブ文字とパスの 
変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

己.[次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択する。 

目.[日 K ] をクリックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ドライブ文字に化をする一部のプ□グラムが正し<動作しな<なる場合が 
あります。続行しますか？ 


8. [サーバマネージャ ] を終了する。 

W 上で完了です。 

< Windows Server 2008の場合> 

1. スタートメニューから[コンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[サーバマネー 
ジャ ] を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[記憶域]-[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブス字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、 [ ドライブ文字とパスの 
変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

日.[次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択する。 
目.[日 K ] をクリックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ドライブ文字に化をする一部のプ□グラムが正しく動作しなくなる 
場合があります。続行しますか？ 


8. [サーバマネージャ ] を終了する。 

W 上で完了です。 
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< Windows Server 2 日日 3 の場合 > 

1. スタートメニューから[マイコンピュータ]をちクリックし、償理を選択して[コンピュー 
夕の管理] を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブス字とパスの 
変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

日.[次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブス字を選択する。 
目.[日 K ] をクリックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 


8. [コンピュータの管理]を終了する。 

上で完了です。 
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Linux のセットアップ 


八ードウエアのセットアップ完了後、 rUnuxJ のインス!-ールを行います。 

セットアップを始める前に一購入時の状態について一 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本装置の八ードウエア構成(八ードディスクのパーティシヨンサイズも含む)や八ードディス 
クにインストールされているソフトウエアの構成は、購入時のお客様によるオーダーによって 
異なります。下國は、 BTO (工場組み込み化荷)を指定して購入された場合の、標準的な本装置 
のハードディスク構成について図解しています。 



Linux Recovery 

パーテイシヨン（約日 GB ) (タイプ vfat) 

空きエリア 

Red Hat Enterprise Linux 己 Server 


Linux Recovery パーティシヨンについて 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスクのに0フォーマツトイメージファ 
イル等 、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモジュールが格納されます。 
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r シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購入されたお客様向けに提供する 
Linux 簡易インス! -- ラのことです 。 rEXPRESSBUILDERJ DVD を使用し、 RAID システムの 
構築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は簡 
易的な操作でインス!'''ールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み a み化荷状態 
に復元されますが、パーティションや root パスワードの設をの変更、およびインストールする 
アプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインストール後、 「 pm コ 
マンド、またはパッケージマネージャで追力□および削除が巧能です。パーティション構成の変 
要などを行うために 0 S を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用してく 
ださい。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。 


シームレスセットアップを実施ずる前に、必ず必要なデータのバックアップを! 
Bra とつてください。 



• シームレスセットアップでは、ドライバディスクを作成する必要があり 
ます。別途ドライバディスク用に 1.44 MB フォーマット済み空きフロッ 
ピーディスクを1枚、または 、 Flash FDD を1本ご用意ください。 

• シームレスセットアップでは、 保存した パラメータフアイルを 使用した 
り、セットアップに 必要な パラメー タを パラメータフアイルとしてフ 

ロッピーディスク（別途 1.44 MB フォーマット済み空きフロッピーディ 
スクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクを使用する場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブ 
をご用意ください。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項じついて磕認しておいてくだ 
さい。 


ディストリビューションについて 

シームレスセットアップでは、 U 下のディストリビューションに対応しています。 
購入されている Linux サービスセットのディストリビューションを選択できます。 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 


BIOS の設定について 

Linux をインストールする前に八ードウエアの BIOS 設をを磕認してください。 

252ぺージの r システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ」を参照して必要な設定を行ってください。 


ま意すべき八ードウエア構成について 

• Linux をインストールするときにバックアップ装置などの周辺機器を接続したまま作業を 
行うと、インストールに失敗ずることがありまず。その場合は、周辺機器を外してイン 
ストールを最初からやり直してください。 

• Linux システムをインストールしようとずる八ードディスクドライブのほかに別の八ード 
ディスクドライブを接続する場合は、 Linux をインストールした後に接続してください。 

• RAID コント日ーラ配下の八ードディスクドライブじ Linux をインストールする場合、論理 
ドライブを複数作ぶせず、1つだけ作成しインストールを行ってください。複数の論理ド 
ライブを作ぶする場合は、インストール完了後に論理ドライブを追力□作ぶしてください。 

• 本装置の購入後にオプションの追力□接続を行っている場合は、目 TO (工場組み込み化荷)時 
の状態に戻してインストールを実施してください。 

• Linux OS が起動ずる八ードディスクドライブおよび論理ドライブ （"/" および Vbo 饥" 
を配置するドライブ)じ、2,097,152 M 目に TB 似上の容量の八ードディスクドライブを使 
用することはできません。 


デフオルト起動カーネルの設定について 


Red Hat Enterprise Linux 5 Server の場台 

• x 86 版の場合、シームレスセットアップでは搭載メモリ容量じかかわらず PAE カーネル 

と非 PAE カーネルの両方をインストールします。デフォルト起動カーネルは搭載メモリ 
に応じて下記の通り設をされます。 

4 GB 超の場合： PAE カーネル 

4 GBt (下の場合：非 PAE カーネル 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 



Linux 用ドライバ‘ディスクの作成 


パラメータの□-ド （ Step 吕） 


□-ドずる□-ドしない（フ□ッピーディスクまたは、 Flash 田□なしの場合も含む） 

♦ か 


0S の選択 （steps) 


巧へ 

♦ 

RAID の設定 （ Step 4) 


次へ 

か 


次へ 

み 

Linux の詳細設定 （ Step 已〜 Step 9) 


次へ 

か 


巧へ 

争 

パラメータのセーブ ( Step 10) 


次へ 

か 


1 


■ IT 

セーブずるセーブしない（フ□ッピーディスクまたは 、 Flash FDD なしの場合も含む） 

♦ か 

自動インストールの開抬 （ step 11 ) I 


」妇 


実行ずる 


RAID システムのコンフイグレーシヨン 


J \- ドディスクドライブか5の A - ドディスクドライブか5の 

インストール（既存の Linux インス!ル (Linux Recovery 

Recovery ； てーテイシヨンを使用）ゾ くーテ イシヨンを新規作成） 


CD / DVD か6の 


み 


インス I ル用/ (-テイシヨンの作成*吕 


み 


インストールディスク1枚目のセット•コピ ー 


インストールディスク2枚目 ly 降の 
セット•コ ピー 




CD / DVD , フ□ッピーディスク/円 ash FDD を取り出す 


再起動;会、ドライバディスクのセット•適用 


Linux のインス I ル’3 


み 

て 


再起動を、インストールお了 


み 


RAID の設定 ( Step 4) で論理ドライブを設定した場合、このフエーズが 
実行されまず。 

- A - ドディスクドライブからのインス I -- ルでは Linux Recovery 
パーティシヨンを作成しまず（インストール後も残りまず）。 

- CD / DVD からのインス!ルでは、作業用パーティシヨンを作成 
しまず（インストール中に削除されまず）。 

Linux 標準インストーラによるインストールが進行しまず。 

メッセージに従って、インス!ルディスクまたは 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセツトしたり、パーテイシヨンの手動設定を行ってください。 


J :入力や還択が必要な作業 
]： 自動のに作業び進む内容 
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セットアップの手順 

Linux のインス I -ールを行うじは]: i 下のインストール対象 0 S のインストールディスクが必要です。 
r 八ードディスクからのインス I ル」を選択し、既存の Linux Recovery パーティシヨンを使用して 
インストールする場合は、インストールディスクは不要です。 

• Red Hat Enterprise Linux 5.5 Server ( x 86) Install Disc 1 〜 5 
または 、 Red Hat Enterprise Linux 5.5 Server ( x 86) Install DVD 

参 Red Hat Enterprise Linux 5.5 Server ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜 6 
または 、 Red Hat Enterprise Linux 5.5 Server ( EM 64 T ) Install DVD 



• 必要に応じてインストールディスクを作成してください。インストール 
ディスクの作成方法は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されている 
オンラインドキュメントの 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照してください。 

• 上記マイナーリリースのインストールディスクに対応した 「 Linux メ 
ディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスクを作成す 
る必要はありません。 


ム(下に、シームレスセットアップの手順を説明します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD をセットする。 

3. DVD をセットしたら、リセットする (く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す)か、電源を 
OFF/ON して本装置を再起動する。 

光ディスクドライブから EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

じ(下のメニューが表示されたら、 「0 s installation *** default ***」 を選択してください。 
ここで選択しない場合は、自動的に手順4の画面に進みます。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し[日 K ] をクリックする。 



EXPRESSBUILDER で巧巧する SS を g おして < ださし、 

* +♦ +« +4 +♦ +♦ + « +.f +« +♦ +♦ +♦ +« +♦ + « +.f + ホ +4 +♦ ** +'4 +♦ +♦ +.f +4 +♦ +♦ + « + f +♦ +4 +4 + f +€ 

SilBct a language tq \im for tfie EXPRESS 日 UILDE 比 


口曰本語 

r English 

广 Fran 口 IS 

广 Italiano 

广 Deutsch 

广 Espanol 



日 . Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示されたら、「はしリをクリックする。 

襄另 t を?富要語觀禁望?暑 f ミ? I 龜鼠 T 契約こ同意してください。 


本使用許諾契のま （ iU 下、本契約まといいます）は、わを樣と上記にをされたマイクロ - 
ソフトなのソフトウ X ア製品（た I 下、本ソフトウユアといいます）が含まれているコンビ 
ュータシステムまたはソフトウ1ア（た(下、本コンピュータといいます）の製造者（た I 
下、本製选をとレレます）との巧で浦結されるを的な契のまです。大切にな管してくださ 

本ソフトウ1アには、コンビュータソフトウ:!:アおよぴそれに閲违する强か、印刷物、 
オンラインマニュアル、をモ化されたマニュアルがをまれます。本ソフトウェアとともに 
提供されるソフトウ X アにつレて、別途巧巧許諾留のまがをがされてレる場合には、別途 
ミをイ寸されてレる巧巧許諾資約まが適用されます。 

おを僖が本ソフトウ X アをインストール、巧製、さ’ウンロード、アク它スまたは博巧し 
た場合には、お客樣は本契のまの条件に同意したものと見なします。お客傳が本契のまの 
を件に同意しない場合には、本ソフトウェアを巧巧または複製することができません。そ 
の場合、おをなは本製造者に连おをとり製品のあが手続きをわ巧り下さい。 


はい 


目.「シームレスセットアップを実行する」を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


I 魅- 


にューを进; RU て、「ホへ J ボタンを;んてくだみ、。 

. れI诚黄ザ>05をインスト—ルする巧合は、「シ—ムレスせットアッブぞ実行する J ぞ迭巧してくださし、。 
•巧藥をが了する巧さは、 「EXPRESSeULD なをが了する」を風 R してください。 
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7. パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの □ ー ド]画面が表示されます。パラメータを □ ー ドする場合は「パラメータを 
□ー ドする」を選択し、パラメータの入ったフ □、ソピー ディスクをセツトしてパラメータ 
ファイルのパスを入力してください。パラメータの□ー ド後、[次へ]をクリ 、ソク してくださ 
い。 

パラメータを□ー ドしない場合やフ □、ソ ピーディスクドライブが接続されていない場合 
は、「パラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


EXPRESSBUILDER 


step ■芭- I 解 1卡|。3。 •本 ♦畔。4卡 

J 巧イータさロードする巧合は、 J 巧メ—タファイルが巧なする y ディアを t ットして、 rj 巧メークをロードする J ぞ进巧し 
イディア上の J 巧メータつァイルのドライブレターをフル J 、♦スで入力してください。 

) 、•が一さをロー ド L なし、巧合は、。巧 y -夕ぞロー ドしむしリぞ巧侃 / T くだみ、。 

巧バラメータをロードしなぃ 

广ぃ•が-夕如-ドする:1 を昭 I 


•る 〇 0 次へ 巧スキ•ノパ& 

Veflion 5.1(K)14.0 效 1 か 


Linux サービスセット用のパラメータは、「スキップする」機能には対応してい 
[ 1 ^ エック I ません。 


8. インス I-ールする日 S を選択する。 

rUnux をインス!ルする ( Linux サービスセット用)」を選択し、[次へ]をクリックしてくだ 
さい。 
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9. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設を内容を磕認し、修正が必要な場合は「次の設をで 
論理ドライブを作成する」を選択し、パラメータを設をしてから、[次へ]をクリックしてく 
ださい。 

RAID コント□ーラを使用していない場合や、既存の論理ドライブをそのまま使用する場合 
は、「論理ドライブの作成をスキップする」を選択し、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 阿 P す " 酔0>| 魏 ||»| 靴 * 

|^^^^^?^^が地さ、およ认すでに巧版れている!触ドライブぞほ用する巧さは、スキッブぞ艦汝へ巧んでくださ 
なお、 i 純ドライブの巧閒コま、同型番の物理デ J Vイスしか綱できません。 


で説巧ドライブの巧巧をスキッブする 

^ ホの設定で論巧ドライブを化巧する铺巧ドライブび聞巧の巧合、う 
RAID コントローラ 

巧続されてし、るを物巧デ J 、-イスのわ数 
i が里ドライブを巧がする物巧デ J ;.イスのを数 

RAO レベル 

ホットスペアに;旨定される巧巧デ J 、"イスのを叙 
巧巧しな L 1枚)巧デ^ Vイスのかな 


ご一巧ますぺて进去されます广 


，る0 


0次へ 


Dn 5. MH ) い化でが 


— 既存の Linux Recovery パーティシヨンを使用して Linux を A— ドディスクか 
ttfca 5 インストールする場合は、必ず r 論理ドライブの作成をスキップする」を選 
択してください。 

「次の設定で論理ドライブを作成する」を選択ずると、既存の Linux Recovery 
パーティシヨンは削除され、八ードデイスクインストールびできなくなりま 
す。 


10. ディストリビューションを選択する。 

[ディストリビューションの指定]画面が表示されます。インストールするディストリビュー 
ションをリストから選択してください。 

「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 を選択すると、インストール番号の入カフォームが 
表示されますので 、 「Red Hat Enterprise Linux 5」のインストール番号を入力してくださ 
し^。インス!-ール番号の入力を省略した場合、サブスクリプシヨンに含まれている全パ、ソ 
ケージグループにアクセスできない場合があります。 



r Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインストール番号の詳細については、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメントの 「Red 
Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してください。 
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次にシームレスセットアップ-インストール丰 一を 入力してください。シームレスセット 
アップ-インストールキーは、 Linux サービスセットに同捆されている「はじめにお読みく 
ださい」に記載されています。シームレスセツトアップ-インストール车一の入力後、[夕 
へ] を クリックしてください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


3師1哲1|" F す‘ irT ‘ IFV II 懲] "■►li%* 


インストールするディストリビューンヨンとシームレスたットアッブ•インストールキーを;旨まします。 

シームレス t ットアッブ’インストールキーは、 Linux サービスたッ M こ同巧されている n まじめIこわ読みくださしりに記栽されてしなす。 
•巧： RW Hat EAttrpri" インストールする巧合は、サブスクリブシヨンのご契お]もぶ巧です。 

■ディストリピューシヨン进巧- 

インストールするデイストリビューン ： ["Red Hat Enterprise Linux 5 Server (x 86) 过 


S 化されたディストリビューションでは、インストール巧号.:こが半ろ巧巧まを入力する化巧があります， 
P インスト-ル S 号 I 

インストール餐ちの入力をを冉 


な ド；ィスウ上にバーテイシヨンは篇つかりませんでした 



•る© 


田巧へ 


OtOPa 


Venwn 5.1 か 014.0 前 19) 


Linux サービスセット について 

rUnux サービスセット」は、 Linux (ディストリビューション)とサポートサービスなどを組 
み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお使いいただけるようじす 
る製品です。システムの運用性-信頼性向上とシステム管理者の負荷軽減の実現のため 
に、下記のを種機能やサービスを提供しています。 

- 設を時や障害時の問題解巧を支援するサポートサービス 

- 導入時の作業時間を大幅に削減する BTO インストール化荷 

- 化荷対象のすべての OS • サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ムして運用 
していただける環境を提供 

- 製品化荷後に公開された新しいカーネルについてち評価情報-アップデート手順を提 
供 

- 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
「 Linux サービスセツト」の詳細じついては、じ(下の Web サイトをご覧ください。 

http://www.nec.co.jp/linux/linux-os/ 


11.インストール方法を選択する。 


[インストール方法の選択]画面が表示されます。「八ードディスクからのインス I -ール」ま 
たは rCD / DVD からのインス!-ール」を選択し、[次へ]をクリックしてください。 
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12. パーティション-パッケージを設定する。 

[パーティション-パッケージの設を]画面が表示されます。パーティションの設をは、 
「BTO (工場組み込み化荷）時パターン1〜3」、「手動で設をする」から選択してください。 
swap パーティションのサイズを変更する場合は、「搭載メモリから算化する」、 「 BTO 時の 
設をにする」、「サイズを指定する」から選択してください。設を完了後、[次へ]をクリツ 
クしてください。 

パッケージの選択は巨 TO (工場組み込み化荷)時の構成と同様になります。 


EXPRESSBUILDER 




パッケージの還が画面で「こちら」をクリックすると、 BTO (工場組み込み出 
荷)時のパッケージー覧が表示されます。 

BTO ( 工場組み込み出荷)時のパーティシヨン設をおよびパッケージグループの 
詳細については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインド 
キユメントの 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリ 
メントガイド」を参照してください。 

詳細情報 



閉じる I 


13. その他のインス!-ール設定をする。 

[その他のインストール設を]画面が表示されます。 root パスワードを入力してください。 
「 ocjt パスワードは、6文字]: i 上127文字]: i 下で設定します。 
root パスワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。 
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14. 追加アプリケーションを選択する。 

[追力□アプリケーションの指定]画面が表示されます。必要なアプリケーションを選択し、 [ 
次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


!),、•-ティシ 3 ン TI その他の I ■追 化ヴリ1 ■パラメー タ ■自動 イン 

step 巧 … fc ぶイ … 


盛!;;^ 就;識賊叛 


此 I かはぶずチェックしてくださし、(れかンステム術巧の巧含のみインストールされます)々 


「アブリケー:^細 R - 


P acitog 
P Unu ぶ反巧 


お ESUPRO,^S«ivefAg»m 
P サ叫、"マネージ?；ントドライ J i •モジュール(か e —«) 


X マウスポインタをアブリケーン3ンもづ紙さ甘ると、アブリケーンヨンの!が月びま示されます。 


就说|總薛銭乾帶飄澤齡薄菊 r 

Web ヴ仆さ谣飘ただき、を巧がのインスト-ルをが i も L ます。 J 


•る 0 〇ぃ 


wO Universal RAID Utility は必ず還択してください （ RAID システム構成の場合 
のみインストールされます）。 



マウスポインタをアプリケーシヨン名に移動させると、アプリケーシヨンの説 
明が表示されます。 


15. パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。パラメータをセーブする場合は「パラメータを 
セーブする」を選択し、 1.44 M 目フォーマツト済みのフ□、ソピーディスクをセツトした後、 
ファイルををボックスへ入力し、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータをセーブしない場合は r パラメータをセーブしない」を選択し、[次へ]をクリック 
してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 1 鷄 "‘ iFii, II 叫 I 今 II 瞬 


} 妨ータをたーブする 巧 合は、,巧メー》ファイ廃呆巧をとなるがィアぞセットして、。试ータをたーブする J ぞ迭巧し、 
ファイルををドライブレターからフル J なで入力してください。 

) 巧タータファイルをたーブしむし 、巧 さは、。巧メーさぞたーブしなしリぞ进巧してくだみ、 


" 化 U ドライブ、 WiMow がトテイシヨン、およびシステムドライブにファイルが呆巧することはできません々 


J 制一さきたーブいょい 

广 J 、•が-さぞた-ブする I を昭 I 


，る〇 0次へ 


TOP へ 


かマ1が5.10々140打)议 
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16. 自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 

インス I -ールに必要なインストールディスクを準備し、[実行する]をクリックしてくださ 
い。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


In •-テイシ3ン 1) その«の D 追なロリ 11パラメータ II■白 Hi イン 

step I おお7… I おトィ… IJI おを" I 卜佩 II IIP 度 ル 

シームレスたツトアツブIこ必要な槪坛ぞをてリリ集しました。 

庚巧する巧巧すと、シームレスかトアッブぞ聞始します。 


インストールを実巧するには、 1U 下のメディアびぶ要です。 

► W ロオーマット巧みリムー J けル六ディアド子0げ•ィス巧 

> EXPItESSSUILOER DVD 

Linux 53 Server (x86) kutal DVD 

Red Hat Enterprise Linux SJ Server (x86) lr«tal Oitc 1 

Red Kat Enterprise Linux 53 Server (x86) Iratal Ditc 2 

Red Hat Emwpri** Unux S_5 Server (x86) mstal Disc 3 

RmI Kat EmerpriM Umn SJ Server (x86) bmf Ditc 4 

Rwl Kit EmerpriM Lifwx Strver (x86) Instil Ditc 5 



•る0 


◎，行. 


Vmion M(K>14.0 舟城 



インストールする OS もしくはインストール方法によって、表示される画面の 
内容は異なります。 


W-0 [実行ず别をクリックした後、【重要なお知5せ】のメッセージボックスび表 
示された場台、表示される内容に従ってシームレスセットアップ完了後に対処 
を行ってください。 

八ードディスクのデータを削除してよいか、確認のメッセージび表示されま 
す。セットアップを続行する場台は [OK] をクリックしてください。データの 
保存び必要な場合は[キャンセル]をクリックして、セットアップを中断してく 
ださい。その後、再起動し、必要なデータを保存してください。 
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17. Linux 用ドライバディスクを作成する。 

手順9で RAID を設定した場合は、 [ RAID の構築]画面が表示されます。 RAID の構築が完了後、 
[Linux 0 S インストールの準備]画面に移り、 Linux 用ドライバディスクの作成を促すメッ 
セージが表示されます。 


インストールには、 Lirj がドラ巾 、ディスクがお車です。 

O Li， J 巧ドライ J けIィスクを巧がするには「はしリボさン到甲 
してください。 

既こ Li。」 巧ドライ J け’イスクき巧成ちみの谓合は「いい 
え」ボさンき巧してください。 


Iまし、I しん1え 


Linux 用ドライバディスクを作成する場合は、[はい]をクリックしてください。 

Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は、[いいえ]をクリックして、手順18に進んで 
ください。 


e 


「 R&d Hat Enterprise Liraix Ser‘w (>36 } 巧ドつイ い了イ スク 

证 1 MHX 01 則き巧成します。 

リムー} けル y ディアきたットしてください。 


OK |キャンたル」 


フ□、ソピーディスクを要求するメッセージが表示されます。 1.44 M 巨フォーマット済みの 
空きフ□、ソピーディスクまたは、円 ash FDD をセットして、 [0 K ] をクリックしてくださ 
い。 Linux 用ドライバディスクが作成されます。 



画面に表示されたタイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおく 
と、後々の管埋が容易です。 
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18. メッセージに従い Linux のインス I ル準備を進める。 

「八ードディスクからのインストール」を選択した場合 

八ードディスク上の既存の Linux Recovery パーティションからインストールする場合は、 
手順20に進みます。八ードディスク上に、インストールするディストリビューションじ対 
応した Linux Recovery パーティションが存在しない場合は、 Linux Recovery パーティショ 
ンを新規に作成するためじ手順19に進みます。 

「 CD / DVD からのインス!-ール」を選択した場合 

手順19じ進みます。 

19. メッセージに従って Linux のインストールディスクをセットする。 

Linux のインストールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。 

「八ードディスクからのインストール」を選択した場合 

インストールするディストリビューションの1枚目のインス!ルディスクをセットし、 
[0K] をクリックしてください。メッセージに従って、2枚目じ(降のインスI-ールディスクを 
入れ替えて<ださい。 

Linux Recovery パーティションが作成されます。 


〇 


切下のインストールディスクが也要です。 

インストールディスクの コピー （ISO イ ージ 化) I こかかる B 寺 
剧ま、 cm 巧あたリの^が、 IMH 巧あたリ邮い^叩 
す。 

Red Hat Enterprise Lirajs 53 Server (jtSS) Install DVD 

または 

Red Hat Enterprise Umix 53 Serw 贼 、 Install Disc 1 

Red Hat Emerpri 。 Li 眶 U 由 r 田 r 如め In 姐 11 "sc J 

Red Hat Enterprise Umsx 53 Server { 棘 、 Install Disc 3 

Red Hat Enterprise Li 做 jk 玉 5 Server (jSS) Install Disc 斗 

Red Hat Enterprise Umsx 53 Server <yS© Install Disc 5 


OK 
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rCD/DVD からのインス!-ール」を選択した場合 

インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクをセツトし、 
[0 K ] をクリックしてください。 

インス I -ールディスク1枚目からファイルのコピーが行われます。 


〇 


け姐のインストールディスク 

R&d Hat Entwpfi 巧 l\mx Server (>SS) Ins. な li DVD 

または 

fled Hat Enterprise Limi、U Server Inslali Disc 1 
きの/肌がライブ I こ巧入してください。 


OK I キャンたル」 


20. メッセージに従って、ドライブからディストリビューションのインス!-ールディスク、 
「EXPRESS 巨 UILDERJDVD、 フ□ッピーディスクまたは、 Flash FDD をすベて取り出 
し、[日 K] をクリックする。 


〇 獻.から禁側ムーバブルみ巧體してく 


OK 


再起動を促すメッセージが表示されますので、[再起動]をクリックしてください。 
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21. ドライバディスクを挿入する。 

「八ードディスクインストール」を選択した場合 

再起動後、ドライバディスクの挿入を要求するメッセージが表示されます。ドライバディ 
スクとして作成したフ□、ソピーディスクまたは、 Flash FDD を装置にセットし、 [ ENTER ] 
を押してください。 



rCD/DVD からのインス!-ール」を選択した場合 

再起動後、 Linux のインストールディスク1枚目を要求するメッセージと、ドライバディス 
クの挿入を要求するメッセージが表示されます。インストールするディストリビューシヨ 
ンの1枚目のインス I -ールディスクと、ドライバディスクとして作成したフ□、ソピーディ 
スクまたは、 Flash FDD を装置にセツトし、 [ ENTER ] を押してください。 



ドライバディスクはここで確実にセットしてください。 

巨品习 i ： i 降の手順でセツトした場合、ドライバディスクのデバイスを正しく認識でき 
ない場合があります。 


22. ドライバディスクの有無を選択する。 

ドライバディスクの有無を磕認するメッセージ （ "Do you have a driver disk ?" )が表示さ 


れます。 


[ Yes ] を押してください。 



23. ドライバディスクの読み么み先を指定する。 

ドライバディスクの読が lA み先 (DriverDisk Source ) を指定:するメッセージ （ "You have 
multiple devices ..") が表示された場合は、 " sda " を選択し、 [0 K ] を押してください。 
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24. ドライバディスクの挿入を確認する。 

ドライバディスクを要求するメッセージ （ "Insert your driver disk into ..") が表示されます。ド 
ライバディスクが装置にセツトされていることを確認し、 [0 K ] を押してください。 




25. 他のドライバディスクの有無を選択する。 

他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ （"Do you wish to load ..") が表示され 
ます。 

[ No ] を押してください。 

26. メッセージに従い、 Linux のインス!-ールを進める。 

Linux のインストールが開始されます。 

「八ードディスクからのインストール」を選択した場合 

そのままインストールが進行します。手順28じ進みます。 

に D/DVD からのインス!ル」を選択した場合 

メッセージ (" CD が見つかりません。"または " CD N 饥 Found ") が表示されますので、インス 
トールするディストリビューションの1枚目のインストールディスクをセットし、 [0 K ] を押 
してください。 

手順27に進みます。 

手順12のパーティションの設をで「手動で設をする」を還択した場合は、イン 
ストールの途中、パーティション設を画面が表示されますので、必要に応じ設 
走:してくださし、。なお、「ハードディスクからのインストール」を選択してパー 
ティ ショ ンを手動で設をする場合、パーティション設を画面に Linux Recovery 
パーティション（約 5 GB ) (タイプ Wat ) が見えていますが、削除しないでくだ 
さい。手動パーティション設定:については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格 
納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 
インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 
インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 

27. メッセージに従いディスクを挿入する。 

メッセージに従って、2枚目 W 降のインストールディスクを入れ替えてください。 

インス! -- ルの終了後、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を要求するメッセージ （ "Please insert 
EXPRESSBUILDER Ver . 5. xx - xxx.xx disc"、"Press ENTER to continue .") が表示されますの 
で、 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットし、正 NTER ] を押してください。 

28. 再起動する。 

アプリケーションのインストール終了後、ディストリビューションの完了画面が表示され 
ますので、 「 EXPRESSBULDERJDVD (セットしている場合のみ)を取り出)し、[再起動]を押 
してください。 

29. Linux の初期設定を行う。 

再起動後、 Linux サービスセットに添付される「初期設をおよび関連情報について」を参 
照し、必要に応じて設をを行って<ださい。 



もしパーティション選択を指定するメッセージ （ "Thereare multiple partitions ..") 
が表示された場合は、ドライバディスクイメージが格納されたパーティション 
(通常、 Vdev / sdar ) を選択し、ドライバディスクイメージの選択画面で 
" dd . img " を指定してください。 


W 上で、シームレスセットアップは完了です。 
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Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux がホインストールの状態から「シームレスセット 
アップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために BTO (工場組み込み化荷) 
時と異なる設定で再セットアップを行う場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオン 
ラインド车ュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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